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2021年

迎  春
本号は未入会の先生にも
お送りしました。

入会案内2面参照

優
生
学
的
断
種

手
術
、
中
絶
、
避

妊
を
合
法
化
し
た

「
優
生
保
護
法
」
は

１
９
４
８
年
に
制
定

さ
れ
た
。
96
年
に
不

良
な
子
孫
の
出
生
防
止
に
か
か

わ
る
条
項
が
削
除
さ
れ
、「
母

体
保
護
法
」
に
改
正
さ
れ
る
ま

で
約
２
万
５
千
件
の
不
妊
手
術

が
行
わ
れ
た
▼
２
０
２
０
年

11
月
30
日
、
優
生
保
護
法
下
の

強
制
不
妊
手
術
で
、
大
阪
地
方

裁
判
所
は
、「
20
年
の
除
斥
期

間
が
過
ぎ
た
」
と
し
て
国
へ
の

賠
償
請
求
を
認
め
な
か
っ
た
。

原
告
は
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
夫

婦
と
知
的
障
害
の
あ
る
女
性

で
、
夫
婦
の
妻
は
１
９
７
０
年

代
、
女
性
は
60
年
代
に
不
妊
手

術
を
受
け
さ
せ
ら
れ
た
▼
こ
の

裁
判
で
除
斥
期
間
の
開
始
時
期

は
手
術
時
で
あ
る
と
し
て
い
る

が
、
96
年
ま
で
こ
の
法
律
は
合

法
だ
っ
た
わ
け
で
、
二
人
と
も

合
法
期
間
中
に
除
斥
期
間
が
過

ぎ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
も
そ

も
原
告
側
は
、
障
害
や
差
別
に

よ
り
裁
判
を
起
こ
す
こ
と
は
困

難
で
、
除
斥
期
間
を
適
用
し
な

い
よ
う
求
め
て
い
た
の
で
あ
る

▼
２
０
１
９
年
、
一
人
当
た
り

３
２
０
万
円
の
一
時
金
を
支
給

す
る
救
済
法
が
成
立
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
に
支
給
が
決
ま
っ
た

の
は
わ
ず
か
８
０
０
件
余
り

だ
。
石
川
県
で
は
１
２
６
人
が

不
妊
手
術
を
受
け
た
が
、
そ
の

資
料
は
県
庁
の
地
下
書
庫
と
少

子
化
対
策
監
室
か
ら
見
つ
か
っ

た
と
い
う
。
県
は
そ
の
資
料
を

基
に
該
当
者
を
探
し
、
積
極
的

に
救
済
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た

こ
の
法
律
に
お
い
て
審
査
や
手

術
に
携
わ
っ
た
医
師
の
団
体
か

ら
声
明
が
出
さ
れ
な
い
の
は
ど

う
し
て
だ
ろ
う
か
。

11
月
26
日
（
木
）、
長
門
佐

先
生
に
よ
る
講
演
会
「
口
腔
機

能
の
発
達
と
口
腔
筋
機
能
ト

レ
ー
ナ
ー
を
用
い
た
咬
合
誘
導

に
つ
い
て
」
が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
の
時
代
の
歯
科
部
の
新
し
い

挑
戦
第
３
弾
と
し
て
開
催
さ

れ
た
。
会
議
室
参
加
９
人
と

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
19
人
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
だ
っ
た
。

長
門
先
生
の
ひ
た
む
き
な

「
口
腔
機
能
を
育
て
た
い
」
と

い
う
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ

る
講
演
だ
っ
た
。
今
井
一
彰
先

生
や
元
開
富
士
雄
先
生
と
の
出

会
い
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

フ
ォ
レ
ル
先
生
や
フ
ラ
ッ
タ
ー

先
生
に
直
接
指
導
を
受
け
ら
れ

た
こ
と
な
ど
、
突
き
抜
け
た
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
に
感
服
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
ノ
ン
カ
リ
エ

ス
を
と
こ
と
ん
追
求
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。
バ
イ
ト
ウ
イ

ン
グ
で
隣
接
面
カ
リ
エ
ス
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
。
熊
谷
崇

先
生
の
診
療
所
を
訪
ね
、
カ

リ
オ
ロ
ジ
ー
を
学
ぶ
。
叢
生

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
口
腔

機
能
、
特
に
口
唇
閉
鎖
機
能

に
着
眼
点
を
置
く
よ
う
に
な

る
。
前
述
の
先
生
や
柳
澤
宗
光

先
生
、
岡
崎
好
秀
先
生
、
福
岡

雅
先
生
な
ど
か
ら
学
ん
だ
様
々

な
こ
と
を
参
考
に
し
て
、「
口

腔
機
能
を
育
て
た
い
」
と
い
う

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
が
進
化
し
て
い

く
。「
ポ
カ
ン
口
」「
富
士
山
型

の
上
口
唇
」「
習
慣
的
口
呼
吸
」

「
Ｖ
字
歯
列
弓
や
ス
ペ
ー
ス
不

足
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
説
さ

れ
た
。
そ
の
影
響
は
不
正
咬
合

に
と
ど
ま
ら
ず
、
猫
背
や
運
動

能
力
や
学
力
の
低
下
、
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
や
ぜ
ん

そ
く
に
も
及
ぶ
。
そ
し
て

治
療
方
針
と
実
際
が
症
例

別
に
紹
介
さ
れ
た
。
各
種

Ｔ
４
Ｋ
や
ｉ
─

２
、
ム
ー

シ
ー
ル
ド
や
プ
レ
オ
ル
ソ

type

Ⅲ

の
使
い
方
も
お
話

し
さ
れ
た
。
ま
た
、
生
後

６
カ
月
ま
で
の
う
つ
伏
せ

寝
や
横
向
き
寝
な
ど
の
睡

眠
態
癖
が
発
育
の
阻
害
因

子
と
な
り
歯
並
び
を
悪
く

す
る
の
で
、
上
を
向
い
て

寝
か
せ
る
よ
う
に
妊
産
婦

教
室
な
ど
で
指
導
し
て
い

る
そ
う
だ
。

臨
床
経
験
と
考
え
方
の

発
想
は
非
常
に
参
考
に
な

り
、
質
疑
応
答
も
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
、
有
意
義
な

会
と
な
っ
た
。
今
後
も
こ

の
経
験
を
活
か
し
企
画
を

考
え
て
い
き
た
い
。

28人（会議室9人、Zoom19人）の参加があった
� （11月26日・保険医協会会議室）

第1部

第2部

第47回定期総会
◆とき 2021年3月14日（日）   ◆ところ ホテル金沢

総会議事 ◆13:00～13:45 ◆４階・藤の間
　　　　　　　
記念企画 ◆14:00～17:00 ◆２階・ダイヤモンド
　　　　　　　第18回原発・いのち・みらいシリーズ講演会

「東電福島原発事故発生から10年 原発・いのち・みらい」（仮）
◆講　師／ 菅谷昭さん（松本大学学長／元松本市長）
　　　　 小出裕章さん（元 京都大学原子炉実験所助教）
　　　　 おしどりマコ・ケンさん（芸人・記者）
※オンラインでのライブ配信も予定しております。
※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため予定を変更することがあります。変更内容については、申込者に

直接ご案内するほか、石川県保険医協会のホームページ等でお知らせします。
※詳細・申し込み方法は同封の案内チラシをご覧ください。

金沢市堀川新町1-1

参加費無料
（定員100人）

歯
科
学
術
講
演
会「

口
腔
機
能
を
育
て
た
い
」の
思
い

副
会
長
　
小
島
　
登
（
内
灘
町
・
歯
科
）

不
正
咬
合
の

�

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
治
療
方
針

皆さま、明けましておめでとうございます。まず初めに新型コロナ
ウイルス感染症と直接対峙し、本当に大変な戦いを毎日続けていらっ
しゃるすべての方々に心より感謝申し上げますとともに深く敬意を表
します。
昨年は新型コロナウイルス感染症に翻弄され、日常の何もかもが変
わってしまうという、誰もが経験したことのない 1年であったかと思
います。当協会におきましても、恒例の各種勉強会、講演会等が軒並
みに予定通りに催行することができなくなるなど、例年とは大きく
違った様相となりました。
一方で、この間に会員医療機関および介護事業所にアンケート調査
を行い、多くの皆さまにご協力いただきました。その結果を集約し、
現場のニーズをいち早くかつ的確に把握し、必要物品の充足等に関し
て石川県に対し繰り返し緊急要望を行ってまいりました。また、慰労
金と感染拡大防止等支援事業の申請が原則としてオンラインによるも
のとされたため、紙申請も行えることを広く周知するようこちらも強
く要請するとともに、オンラインでの申請に困難を感じている会員医
療機関に対してサポートも行ってまいりました。
私は一昨年に会長を拝命して以来、折にふれ
て現場を最重視すると申し上げてまいりました。
コロナ禍にあってもその考えには変わりはあり
ません。現場の声を最大限に拾い上げて皆さま
方のお役に立つ、そして頼りになる協会を目指
して今後も活動を続けていく所存です。本年も
どうぞよろしくお願い申し上げます。

会長　三宅　靖（金沢市・内科）

2021年 年頭所感

石 川 保 険 医 新 聞 第585号（1）2021年1月15日（毎月15日発行）



保険医協会に
 ぜひご入会下さい！

本 号 は 未 入 会 の 先 生 に も お 送 り し ま し た 。

保険医協会は国民医療の充実と共に、
保険医の生活と権利を守ります。

石川県保険医協会 ☎076（222）5373

お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を記入のうえ、ご返送下さい。

日常診療に役立つさまざまな活動を行っています

診療報酬改定（医科・歯科・介護）時には、いち早く新点数情報をお届けします。
日常の保険請求への問い合わせにも懇切丁寧にお答えし、審査、指導、監査
などについての情報提供やご相談にも応じています。

共済制度「休業保障共済保険」「保険医年金」「グループ保険」などに加入できます。
新規開業医懇談会の開催や経営・税務・雇用に関する情報提供等も行って
います。

医科・歯科の共同体をいかし、交流・連携ができます。
医科・歯科ともに多彩な講演会を企画開催しています。

県内の医療・福祉関連情報として、『病院マップ』や『福祉マップ』、歯科関連では
『歯科保険診療便覧』『お口の機能を育てましょう』など石川協会オリジナル
の書籍をたくさん発行しています。
月に１回『石川保険医新聞』を発行しています。地元の地域医療に関する情報
や会員からの楽しい投稿が盛りだくさんです。

石川県保険医協会は、全国保険医団体連合会（保団連）に加入しているの
で、全国の審査、指導・監査の動向、厚生労働省の関係資料やその解説資料な
ど、必要な情報が迅速にお届けできます。

会員同士の交流会、文化企画にご参加いただけます。

1
2
3
4
5
6
7

8
9

10

たとえばこんなメリットが！注目

開業医 4,500円
勤務医 3,800円

会費（月額） なし入会金

※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。

医科　718人、歯科　314人
会員数　1,032人

入会の方法は

連絡先

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
、
３
が
好
手
順
。
白
４
に
黒
５
で

白
死
で
す
。
黒
１
で
先
に
３
は
白
４
黒
１

白
イ
で
失
敗
。
白
２
で
イ
な
ら
黒
２
白
ロ

黒
ハ
で
白
死
。
白
２
で
ロ
も
黒
２
で
白
死

で
す
。囲

解
答

碁

☗
２
三
銀
☖
１
三
玉
☗
２
二
銀

不
成
☖
１
二
玉
☗
１
三
銀
成
☖

同
桂
☗
２
三
桂
成
☖
同
金
☗
同

竜
☖
同
玉
☗
３
三
金
打
☖
１
二

玉
☗
２
二
金
ま
で
13
手
詰
。

〈
解
説
〉
５
手
目
☗
１
三
銀
成

捨
て
が
好
手
で
、
☖
同
玉
な
ら

☗
３
三
竜
☖
同
桂
☗
２
三
金
が

あ
り
ま
す
。
７
手
目
☗
２
三
桂

成
が
決
め
手
で
、
☖
同
玉
な
ら

☗
３
三
竜
以
下
の
詰
み
で
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

3
＋
8
で
、答
え
は「
11
」

（
問
題
12
面
）

最
近
お
城
巡
り
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
遺
構
や

石
垣
を
見
る
の
も
よ
い
の
で

す
が
、
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
天

守
の
魅
力
に
は
か
な
い
ま
せ

ん
。
江
戸
時
代
に
は
数
百
の

天
守
が
建
造
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
多
く
は
明
治
維
新

後
の
「
廃
城
令
」
に
よ
り
破

棄
さ
れ
ま
し
た
。
廃
藩
に
よ

り
主
の
い
な
く
な
っ
た
天
守

の
維
持
は
金
銭
的
に
も
困
難

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
大

き
な
歴
史
的
損
失
で
す
。
近

年
お
城
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、

数
多
の
天
守
が
再
建
さ
れ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
絵
図

面
・
古
写
真
な
ど
を
資
料
に

当
時
の
形
態
を
保
ち
再
建
さ

れ
た
も
の
を
復
元
天
守
、
築

城
当
時
と
形
態
が
異
な
る
も

の
を
復
興
天
守
と
い
い
ま

す
。
た
だ
、
復
元
さ
れ
た
天

守
の
多
く
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
で
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
付
き
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

明
治
以
降
に
保
全
さ
れ
た

天
守
は
わ
ず
か
20
基
で
し
た

が
、
名
古
屋
城
・
広
島
城
な

ど
大
型
の
天
守
８
基
が
戦
災

で
失
わ
れ
、
現
存
し
て
い
る

古
天
守
は
12
基
で
す
。

北
か
ら
、
弘
前
城
、
松

本
城
、
丸
岡
城
、
犬
山

城
、
彦
根
城
、
姫
路

城
、
備
中
松
山
城
、
松

江
城
、
丸
亀
城
、
高
知

城
、
伊
予
松
山
城
、
宇

和
島
城
で
す
（
何
県
か

わ
か
り
ま
す
か
?
）。

姫
路
城
・
松
江
城
を
除

き
小
ぶ
り
の
天
守
で
、
地
方

都
市
に
あ
り
ま
す
。

私
の
気
に
入
っ
て
い
る
い

く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
国

宝
犬
山
城
は
木
曽
川
河
畔
に

あ
り
、
河
川
を
天
然
の
堀
と

し
た
城
の
典
型
で
す
。
３
階

建
て
の
小
さ
な
天
守
で
す
が

小
山
の
上
に
あ
り
、
最
上
階

か
ら
の
眺
め
と
そ
の
防
衛
力

に
は
敬
服
し
ま
す
。「
天
空

の
城
」
と
呼
ば
れ
る
山
城
の

う
ち
、
天
守
が
現
存
す
る
の

は
備
中
松
山
城
だ
け
で
す
。

標
高
４
０
０
m
の
山
上
に

あ
り
、
J
R
備
中
高
梁
駅

よ
り
約
２
時
間
の
歩
程
で
健

脚
向
き
で
す
。
途
中
の
櫓
跡

の
石
垣
も
見
事
で
、
山
頂
の

２
階
建
て
天
守
か
ら
の
眺
望

は
当
然
絶
景
で
す
が
、
悪
天

候
時
の
登
城
は
お
勧
め
し
ま

せ
ん
。
福
井
丸
岡
城
の
天
守

は
日
本
最
古
で
、
屋
根
瓦
は

石
材
で
で
き
て
い
ま
す
。
昭

和
の
福
井
大
地
震
で
倒
壊
し

ま
し
た
が
、
見
事
に
古
材
で

修
理
（
復
元
で
は
な
く
）
さ

れ
ま
し
た
。

今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
も
ま

ま
な
り
ま
せ
ん
が
、
終
息
の

折
に
は
ぜ
ひ
古
天
守
を
お
訪

ね
く
だ
さ
い
。

佐久間　寛（芳珠記念病院・外科）

古天守を訪ねて第23回

コラムリレー勤務医

郵 便 は が き

2021年3月8日（当日消印有効）

63円切手を

お貼り下さい

1 5 1 - 0 0 5 3

渋谷区代々木2-5-5　新宿農協会館５Ｆ

全国保険医団体連合会
「クイズで考える私たちの医療」係行

郵 便 は が き

2021年3月8日（
当日消印有効）

63円切手を

お貼り下さい

1 5 1 - 0 0 5 3

渋谷区代々木2-5-5
　新宿農協会館５Ｆ

全国保険医団体連合
会

「クイズで考える私
たちの医療」係行

私たちの医療私たちの医療

待 合 室 キ ャ ン ペ ー ン

政府が提案している患者負担増計画などをクイズ形式で
知ってもらう待合室キャンペーン「クイズで考える私たちの
医療」。毎回、多くの方にご応募いただいております。
待合時間にちょっと考えるのにちょうどよく、さらにご応
募いただいた方
の中から抽選で
当たるハンディ
クリーナーや災
害復興支援のカタ
ログギフトなどの
プレゼント付きで
す。なんと前回
2018年には景品１
等（ダイソンハン
ディクリーナー）
が石川県の方に当たりました。
会員の先生方にはクイズチラシ
30枚を11月15日にお送りしまし
たが、チラシの追加注文は無料で
対応いたします。
また、応募は特設サイトからも
できます。ぜひご応募ください。

全国保険医団体連合会
クイズで考える

私たちの医療 応募サイト
https://quiz.doc-net.or.jp/
※QRコード読み取りから
　でもアクセスできます。
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2020年12月15日、政府の全世代型社会保障検討会議は、「全世代型社会
保障改革の方針」を取りまとめ、同日閣議決定された。この中では、医療
保険制度における患者負担増に向けた改革案も示されている。

以下、負担増関連項目である、後期高齢者の窓口自己負担の引上げと大
病院外来受診時定額負担の対象病院拡大等について、この間の社保審医療
保険部会で厚労省から示されている改革案をもとに改めて整理しておきた
い。なお、本稿は2020年12月15日時点での情勢を元に記述しており、本
紙が発行される2021年 1 月中旬には、既に何らかの政治決着も含めてさ
らなる改革の具体的方向性が示されていることが予想されるが、保険医協
会では、保団連とともに取り組んでいる「クイズハガキ」運動や各種署名
運動などを通じて、引き続きこの政策の持つ課題を明らかにして、慎重な
検討の必要性を訴えていきたいと考えている。

①　後期高齢者の窓口負担割合の在り方
後期高齢者2割負担の対象をめぐる議論

政府の全世代型社会保障検討会議からは、「後期高齢者のうち、一定所
得以上の者は窓口負担割合を 1 割から 2 割に引き上げる」旨が提起され
ており、医療保険部会では、新たに 2 割負担の対象となる高齢者、すな
わち、「一定所得以上」をどこで線引きするかについての議論が進められ
てきた。厚労省からは、所得基準として 5 つの選択肢（「介護保険の 2 割
負担対象者割合と同等である本人収入240万円以上（対象者推計200万人）」
から「本人所得が住民税課税水準を超える水準である本人収入155万円以
上（対象者推計605万人）」）が示され議論が続いたが、12月 2 日の議論の
整理では「調整中」としか記述されず、議論の決着には至っていなかった。

ところが、この課題について、12月 9 日に政府与党内で「本人収入200
万円以上」で線引きをする旨の政治決着がなされた。この「200万円」と
いう基準は、何故この水準でなければならないのかという数字の根拠も哲
学も示されていない。あえて言えば、政府・総理が主張していた「170万
円以上」という基準と公明党が主張していた「240万円以上」という基準
との「間をとった」としか言いようのないものである。

「窓口自己負担」の議論はどうあるべきか
もとより、国民は税・医療保険料という形で医療保険制度に係る負担を

行っている。しかるに、いざ医療が必要となり医療保険給付を受けた場合
に「窓口自己負担」が発生することは、患者に二重の負担を強いることに
なり、（高齢者であろうがなかろうが）窓口自己負担が発生すること自体
が原理的に間違っている。政府が言うように「負担能力に応じた負担」を
求めるならば、それは税・医療保険料の在り方の議論の中で展開されなけ
ればならず、そもそも負担が発生してはならない「窓口自己負担」の議論
において「負担能力」をどうこう言うこと自体がおかしい。また、百歩
譲って「窓口自己負担」について当面の課題として議論をするとしても、
厚労省自らが医療保険部会で資料提示している通り、「高齢化が進むにつ
れ傷病リスクが高まり、たとえ自己負担割合が 1 割であっても窓口負担の
総額は現役世代よりも高くなり、その原資である収入は高齢化が進むにつ
れ下がり続けていく」という高齢者の生活実態は、これ以上の負担増に耐
えられないこともまた浮き彫りにしている。そしてまた、政府が言う「現
役世代の負担減」を実現するならば、現行の 3 割負担の引下げに向けた議
論こそ進められるべきであるにもかかわらず、直接の「負担減」の議論は
一向に見えてこない（負担能力に応じた負担という理念は、負担増を正当
化するためのみに用いられるものではない）。

それに加えて、現下の「コロナ禍」である。いま、国民に対して「自助」
を強制し負担増を強いることが本当に必要なことなのか、大いに疑問であ
る。むしろ、憲法25条で国に課せられている「社会保障の向上増進義務」
こそが、まさに今問われているのではないだろうか。

②　大病院外来受診時の定額負担の拡大
そもそも外来受診時定額負担とは

この課題についても、前述の高齢者自己負担増の議論とともに、議論の
とりまとめが難航していたが、医療保険部会では負担増の拡大そのものは
合意されており、情勢としては今後、中医協にて制度の具体化の議論が進
められることになる。

ところで、「紹介状のない大病院外来受診時の定額負担」は、2016年 4
月から導入されていたものであり、この制度の導入意義については、社会
保障・税一体改革の国民会議報告書で次のように記述されていた。すなわ
ち、「プライマリ医療について患者の大病院・重装備病院への選好に一定
のくさびを入れる必要性を指摘するとともに、緩やかなゲートキーパー機
能を備えた『かかりつけ医』を普及し、患者のフリーアクセスに一定の制
約をかける」としており、この「くさび」として患者に医療保険の一部負
担とは別な負担を課したわけである。

上記の意義をさらに進めるため、全世代型社会保障検討会議では、こ
の課題について次のような提起をしている。すなわち、「患者の負担額を
増額し、増額分について公的医療保険の負担を軽減するよう改めるととも
に、大病院・中小病院・診療所の外来機能の明確化を行いつつ、それを踏
まえ定額負担対象病院を病床数200床以上の一般病床に拡大する」として
いる。これを受けて医療保険部会では、定額負担が発生する対象病院の拡
大と負担額の増額（増額分の保険給付の縮小とともに）が議論されてきた。

医療保険部会で提起されている改革案
ところで、紹介状の有無のみにより定額負担を課す対象病院を決定する

という現行制度を維持するとしたならば、一般病床200床以上という対象
病院の大幅な拡大が地域医療に深刻な影響を与えるのは想像に難くない。
そこで、厚労省は外来機能の明確化と定額負担を課す対象病院の拡大の議
論とをリンクさせ、次のような改革案を提起している。

まず、地域における外来機能の明確化のため、医療機関が都道府県に外
来医療の実施状況を報告する（病床機能報告制度の外来版の創設）。それ
を踏まえ、地域における一般外来と専門外来の区別を明確化する。ここで
いう専門外来とは、紹介患者への外来を基本とする医療機関のことであ
り（「医療資源を重点的に活用する外来」（仮称））、次の 3 つのメルクマー
ルで区分けする（①悪性腫瘍手術前後の外来など医療資源を重点的に活用
する入院前後の外来、②外来化学療法、外来放射線治療など高額な医療機
器・設備を必要とする外来、③紹介患者に対する外来など特定の領域に特
化した機能を有する外来）。これら外来機能を明確化した上で、「200床以
上の一般病院のうち医療資源を重点的に活用する外来を担う病院」にまで
定額負担の対象を広げるというのが、現時点での厚労省案である。なお、
負担額の増額については初診時で2,000円程度という水準を示し、これに
相当する初診料相当額を医療保険給付から外す（医療機関の収入は変わら
ず医療保険給付のみが削減される）ことが併せて提起、検討されている。

定額負担制度改革案の課題
大病院外来受診を抑制するために、患者に定額負担という一種の「ペナ

ルティ」を課すというのは、患者の負担能力による差別に直接つながり、
もとより慎重な検討が必要である。また、保険給付範囲の縮小とセットに
した負担増という制度設計は、保険外併用療養費制度の持つ課題 ─ 保険
給付範囲拡大のディスインセンティブ ─ そのものであり、保険給付範囲
の縮小施策としてのいわゆる「混合診療」の問題点を正面から浮き彫りに
すると言える。

さらに言えば、外来医療の機能分化という重大な問題について、経済的
な資源配分の効率化の面から制度設計をしようという昨今の状況は、憲法
25条に基づく患者の健康権の保障という観点からも再検討を要しよう。そ
して、外来機能報告制度と外来機能の明確化は現時点では無床診療所は対
象外となる方向であるが、これも将来的には検討課題となることは否定で
きない。病床機能報告制度と地域医療構想が地域医療に重大な影響を及ぼ
しているのと同じ構造が、外来機能をめぐる状況にも波及する可能性につ
いて、今から留意しておかなければならないだろう。

全世代型社会保障改革全世代型社会保障改革

事務局長　工藤　浩司

具体化が進む負担増計画
─後期高齢者２割負担化と大病院外来
　受診時定額負担拡大に向けた議論の整理
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これでいいのか!?
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19
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流
行
に
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り
、
社
会
の
暗

黒
面
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浮
き
彫
り
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な
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
や
ア

ル
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ー
ル
、
特
定
の
洗
剤
か
ら
紙
製
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な
ど
の
買

い
占
め
と
高
額
転
売
、
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
へ

の
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撃
・
嫌
が
ら
せ
、
感
染
者
と
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わ
る
医
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介
護
従
事
者
や
お
店
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差
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あ
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繰
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ま
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。
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受
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排
除
し
自
分

た
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○
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）
と
い
う
思
考
や
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染
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よ
っ
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幅
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た
も
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え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
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学
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根
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づ
く
医
療
が
推
奨
さ

れ
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別
な
く
病
人
を
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る
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療
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す

ら
、
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者
が
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た
学
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徒
や
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従
業

員
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族
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て
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感
染
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疑
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な
い
に
も

関
わ
ら
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を
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事
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れ
ま
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合
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剰
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米
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ン
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ァ
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っ
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・
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ヘ
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れ
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族
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的
少
数

者
な
ど
へ
の
差
別
等
が
自

民
党
政
権
に
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助
長
さ

れ
て
き
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政
治
状
況
が
拍

車
を
か
け
た
の
で
は
な
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か
と
考
え
ま
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。

元
々
、
不
安
と
攻
撃
性
は
表
裏
一
体
で
、
攻
撃

的
言
動
は
不
安
や
恐
怖
に
対
す
る
短
絡
的
な
反
応

で
あ
り
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
現
象
は
生
活
が
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
る
白
人
労
働
者
層
等
の
不
安
、
日

本
で
も
雇
用
や
生
活
が
困
難
な
若
年
層
の
不
安
や

不
満
が
差
別
や
嫌
が
ら
せ
を
助
長
す
る
背
景
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
全
米
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
で
、
虐
殺

さ
れ
た
黒
人
の
名
前
を
記
し
た
黒
い
マ
ス
ク
を

し
て
出
場
し
優
勝
し
た
大
坂
な
お
み
は
、
か
つ

て
「
人
々
は
強
さ
を
怒
り
と
誤
解
す
る
こ
と
が
あ

る
。
２
つ
の
区
別
が
つ
け
ら
れ
な
い
か
ら
」
と
述

べ
、N

ike

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
世
界
を
変
え
る
。

自
分
を
変
え
ず
に
。」
に
登
場
し
て
い
ま
す
。
そ

の
彼
女
が
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歳
で
米
国
籍
で
な
く
日
本
国
籍
を
選

択
し
た
こ
と
に
、
米
国
の
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ア

Sports Casting

は
「
日
本
は
同
質
性
を
重
ん
じ

る
国
だ
か
ら
、
大
坂
に
は
困
難
も
あ
る
に
違
い
な

い
。
大
坂
は
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
た
と
も
言
え
る

が
、
彼
女
の
存
在
は
今
の
時
代
に
合
わ
な
い
日
本

人
の
多
様
性
の
受
け
取
り
方
を
変
え
て
い
く
助
け

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
私

も
彼
女
の
勇
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に
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謝
し
、
そ
の
力
を
借
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て
日
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も
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認
め
生
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合
う
社
会
に
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て

ほ
し
い
と
心
か
ら
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す
。
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染
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口
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た
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か
な
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の
収
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や
行
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十
分
な
議
論
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経
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半
強
制
的

に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
来
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で
、
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す
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情
報
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ど
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い
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。
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基
本
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人
権

で
あ
り
、
民
主
主
義

の
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で
す
。
感
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者
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で
す
が
、
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？
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員
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ー
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る
の
は
間
違
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で
す
。
戦
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察
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、
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に
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で
し
た
。

１
９
６
０
〜
70
年
な
ら
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働
組
合
が
ス
ト
ラ
イ
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で
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す
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
が
、
コ
ロ
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を

前
に
し
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特
に
議
論
に
も
な
ら
な
い
こ
と
に
日
本

の
民
主
主
義
の
危
う
さ
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、G

oogle

・A
pple

・F
acebook

・

A
m
azon

や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
ネ
ッ
ト
事
業
者
が
膨
大

な
個
人
情
報
を
収
集
し
、
利
用
者
や
社
会
が
監
視

で
き
な
い
と
こ
ろ
で
様
々
に
活
用
し
利
益
を
上
げ

て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
公
衆
衛

生
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
両
立
さ
せ
る
方
法
に

つ
い
て
、
活
発
な
国
民
的
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
日
本
で
の
関
心
が
低
い
の
も
心
配
で
す
。

W
ith

コ
ロ
ナ
の
個
人
情
報
収
集
の
範
囲
や
制
限

に
つ
い
て
、
民
主
主
義
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
と

し
て
の
議
論
が
必
要
で
す
。

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
者
カ
ミ
ュ
の
名
作
『
ペ

ス
ト
』（
新
潮
社
、
宮
崎
嶺
雄
訳
）
は
第
二
次
世

界
大
戦
直
後
に
書
か
れ
、
戦
争
な
ど
人
間
性
を
蝕

む
不
条
理
の
象
徴
と
し
て
「
ペ
ス
ト
と
そ
れ
に
よ

り
封
鎖
さ
れ
た
町
」
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
声

を
潜
め
る
人
々
、
享
楽
的
な
生
活
を
す
る
人
々
、

堂
々
と
犯
罪
を
再
開
す
る
者
な
ど
が
現
れ
る
中
、

登
場
人
物
タ
ル
ー
が
「
誰
で
も
め
い
め
い
自
分
の

う
ち
に
ペ
ス
ト
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
な
。
な
ぜ
か

と
い
え
ば
誰
一
人
、
そ
の
病
毒
を
免
れ
て
い
る
者

は
な
い
か
ら
だ
」
と
言
い
、
カ
ミ
ュ
の
分
身
と
思

わ
れ
る
医
師
リ
ウ
ー
は
「
ペ
ス
ト
と
戦
う
唯
一
の

方
法
は
、
誠
実
さ
と
言
う
こ
と
で
す
。
僕
の
場
合

に
は
、
つ
ま
り
自
分
の
職
務
を
果
た
す
と
い
う
こ

と
で
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

誰
し
も
不
安
や
怒
り
を
覚
え
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
。
特
に
実
体
が
未
知
の
致
死
的
感
染
症
に
不
安

や
恐
怖
を
感
じ
る
の
は
当
然
で
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
で
は
感
情
に
身
を
任
せ
て
行
動
す
る
の
で
は

な
く
、
一
度
冷
静
に
な
り
、
人
間
と
し
て
の
知
性

を
生
か
し
て
よ
く
熟
考
し
て
「
お
天
道
様
に
照
ら

し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
自
分
ら
し
い
行
動
」
を
選

び
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら

な
い
時
は
、
で
き
る
こ
と
を
誠
実
に
淡
々
と
行
お

う
と
思
い
ま
す
。
誰
が
感
染
し
て
い
る
か
分
か
ら

な
い
、
自
分
も
い
つ
感
染
す
る
か
分
か
ら
な
い
、

確
率
は
低
く
て
も
愛
す
る
者
に
会
え
な
い
ま
ま
灰

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
の
状
況
が
し

ば
ら
く
は
続
く
と
覚
悟
し
、
常
に
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ

（
合
理
的
に
達
成
可
能
な
限
り
リ
ス
ク
を
低
く
）

を
意
識
し
て
判
断
し
、
仕
事
や
生
活
を
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

�

公
衆
衛
生
学
的
対
策
８� �

　

 

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
を
契
機
に�

　
　
　
　
　
　
　
社
会
を
改
善
す
る

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
に
よ
る
社
会
の
大
き
な
変
化
と

し
て
、
観
光
業
・
旅
行
業
・
飲
食
業
・
劇
場
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
の
業

種
で
廃
業
・
失
業
や
収
入
減
少
が
あ
り
、
医
療
や

介
護
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
、
非
正

規
労
働
者
（
特
に
女
性
）
や
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
が
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
（
図
１
）。

２
０
２
０
年
１
〜
７
月
の
全
都
道
府
県
の
全
死

因
超
過
死
亡
数
は
こ
こ
数
年
間
の
最
低
で
、
現

在
ま
で
の
と
こ
ろ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
が
日
本
人
の

全
死
亡
に
与
え
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
、
自
殺
者
数
が
７
月
以
降
前
年
を
上
回

り
、
10
月
は
前
年
よ
り
６
１
４
人
多
い
２
１
５
３

人
に
増
加
し
た
（
約
40
％
増
）
こ
と
は
大
き
な
問

題
で
す
。
特
に
女
性
は
前
年
よ
り
３
８
５
人
増
え

（
5
面
へ
つ
づ
く
）

が
考
え
る

公
衆
衛
生
学
徒

第5回
（最終回）

服
部

　真
（
金
沢
市
・
産
業
医
療
科
）

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
対
策

図1　�非正規雇用従業員数の減少（男女別）�
いのち支える自殺対策推進センター（JSCP）の「コロナ禍における自殺の動向に関する分析」�
（http://www.seikatsusyukanbyo.com/calendar/2020/010298.php）より引用

図2　�（公財）ニッポンドットコムのホームページ�
（https://www.nippon.com/ja/japan-data/h00864/）より引用
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（
83
％
増
、
図
２
）、
中
で
も
30
歳
代
以

下
の
若
い
女
性
や
子
ど
も
の
自
殺
急
増

が
顕
著
で
す
。
中
部
圏
社
会
経
済
研
究

所
の
島
澤
氏
の
分
析
で
は
、
10
月
の
自

殺
者
の
う
ち
倒
産
や
失
職
に
よ
る
自
殺

者
が
２
８
９
人
で
、
10
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
死
亡
１
９
５
人
を
は
る
か
に
上

回
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
単

純
に
感
染
防
止
よ
り
経
済
を
優
先
す
る

の
は
間
違
い
で
す
。

菅
政
権
は
観
光
・
旅
行
・
飲
食
を
促

すGo to

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
間
違
い
な
く

流
行
拡
大
の
リ
ス
ク
で
あ
り
（
エ
ビ
デ

ン
ス
は
あ
り
ま
す
！
）、
若
年
女
性
を

中
心
と
し
た
失
職
・
収
入
減
・
自
殺
を

防
ぐ
効
果
は
疑
問
で
す
。
新
興
感
染

症
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
で
終
わ
り
で
は

な
く
、
繰
り
返
し
人
間
社
会
を
襲
い
ま

す
。
必
要
な
の
は
人
種
・
性
別
・
国

籍
・
年
齢
・
職
業
を
問
わ
ず
、
全
て
の

人
々
が
安
心
し
て
「
健
康
で
文
化
的
な

生
活
」
が
で
き
る
産
業
構
造
と
社
会
の

仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
す
。

真
っ
先
に
必
要
な
対
策
は
所
得
保

障
で
す
。
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に
な
り
帰

国
し
た
無
職
の
Ｊ
．
Ｋ
．
ロ
ー
リ
ン
グ

が
英
国
の
所
得
保
障
を
受
け
な
が
ら
エ

ジ
ン
バ
ラ
城
が
見
え
る
カ
フ
ェ
で
『
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』
を
書
い
た
の
は
有

名
な
話
で
す
。
英
国
の
よ
う
に
所
得
が

少
な
い
人
に
は
理
由
を
問
わ
ず
保
障
す

る
制
度
や
、「
イ
タ
リ
ア
の
小
さ
な
村
」

の
よ
う
に
第
一
次
産
業
を
大
切
に
し
て

現
金
が
少
な
く
て
も
生
活
し
て
い
け
る

社
会
、
移
動
が
制
限
さ
れ
て
も
徒
歩
圏

内
で
社
会
生
活
が
成
り
立
つ
、
環
境
に

優
し
く
健
康
に
も
良
い
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
（
人
々
が
歩
く
町
ほ
ど
平
均
余
命

が
長
く
認
知
症
が
少
な
い
エ
ビ
デ
ン
ス

あ
り
）、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
（
衣

食
住
・
養
育
・
教
育
・
医
療
・
福
祉
・

芸
術
・
環
境
整
備
な
ど
）を
支
え
る
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
や
シ
ャ
ド
ウ
・

ワ
ー
ク
の
重
要
性
な
ど
、
コ
ロ
ナ
を
機

に
日
本
社
会
を
安
全
・
健
康
で
環
境
に

優
し
い
持
続
型
の
社
会
に
変
え
る
大
き

な
議
論
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
国
連

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
指
す
社
会
で
す
。

マ
ス
ク
な
ど
生
活
・
対
策
必
需
品
の

過
度
な
海
外
依
存
も
問
題
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
物
資
の
出
入
り
も
制
限

さ
れ
る
と
食
糧
自
給
率
の
低
下
が
大
き

な
リ
ス
ク
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
遠

隔
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
勤
務
や
授
業
が
急
増
し
、

労
働
者
や
学
生
の
働
き
方
・
学
び
方
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
大
き
な
変

化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
重
要
な
社
会
問

題
で
す
が
、
今
回
は
こ
こ
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
後
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
2
つ
の
国
か
ら
発
せ

ら
れ
た
二
人
の
言
葉
を
紹
介
し
て
連
載

を
終
わ
り
ま
す
。
中
国
武
漢
で
活
躍
す

る
作
家
汪
芳
さ
ん
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
方
方
日

記
」
の
「
一
つ
の
国
が
文
明
国
家
で
あ

る
か
ど
う
か
の
基
準
は
…
た
だ
一
つ
し

か
な
い
、
そ
れ
は
弱
者
に
接
す
る
態
度

で
あ
る
」、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
か
ら
生
還

し
た
英
国
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相

の
「T

here really is such a thing 
as society.

」
で
す
。
弱
者
を
守
る
社

会
を
作
る
、
こ
れ
の
み
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
を
は
じ
め
様
々
な
脅
威
か
ら
私

た
ち
人
類
を
守
る
唯
一
の
方
策
だ
と
多

く
の
方
が
気
づ
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
会
員
か
ら
感
想
や
助
言
を
い

た
だ
き
、
そ
の
一
部
は
記
事
に
反
映
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
反
映
し
き

れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
紙
面

を
お
借
り
し
て
お
礼
と
お
詫
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。（
お
わ
り
）

学
校
心
臓
検
診

小
児
の
突
然
死
は
家
族
や
友

人
に
計
り
知
れ
な
い
精
神
的
ダ

メ
ー
ジ
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な

く
、
社
会
経
済
的
な
観
点
か
ら

も
大
き
な
損
失
で
あ
り
、
そ
の

主
要
因
は
心
臓
疾
患
で
あ
る
。

日
本
循
環
器
学
会
「
心
臓
突

然
死
の
予
知
と
予
防
法
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
２
０
１
０
」
の
中
で

は
、
心
臓
突
然
死
を
急
性
の
症

状
が
発
症
し
た
後
１
時
間
以
内

に
突
然
意
識
喪
失
を
来
た
す
心

臓
に
起
因
す
る
内
因
死
と
定
義

し
て
お
り
、
ま
た
基
礎
疾
患
は

あ
っ
て
も
な
く
て
も
よ
く
、
発

症
の
仕
方
も
時
期
も
予
測
で

き
な
い
突
然
の
死
亡
と
し
て

い
る
。

小
児
心
臓
突
然
死
の
全
体
像

の
把
握
は
困
難
で
あ
る
が
、
最

も
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
独

立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
の
学
校
事
故
事
例

検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
２
０
０
５
年
か

ら
２
０
１
８
年
の
期
間
の
小
児

の
心
臓
突
然
死
は
２
５
４
例
で

あ
っ
た
。
心
臓
突
然
死
は
小
学

校
４
年
生
以
降
に
増
加
し
、
学

年
が
あ
が
る
と
男
児
が
占
め
る

割
合
が
大
き
く
な
る
。
発
生
場

所
は
運
動
場
や
教
室
な
ど
学

校
の
敷
地
内
が

多
く
、
発
生
時

の
状
況
と
し
て

運
動
中
が
過
半

数
を
占
め
て
い

た
。
心
臓
突
然

死
は
２
０
０
５

年
の
35
例
か
ら

２
０
１
８
年
の

10
例
と
減
少
傾

向
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
要
因

と
し
て
学
校
心

臓
検
診
、
自
動

体
外
式
除
細
動

器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
普
及
な
ど
が

想
定
さ
れ
て

い
る
。

学
校
心
臓
検
診
は
小
・
中
・

高
校
生
が
対
象
で
あ
り
Ｑ
Ｔ
延

長
症
候
群
、
Ｗ
Ｐ
Ｗ
症
候
群
な

ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
心

臓
突
然
死
予
防
の
観
点
に
立
て

ば
、
早
期
発
見
だ
け
で
な
く
重

症
度
と
指
導
区
分
の
決
定
、
教

育
現
場
へ
の
周
知
、
対
象
者
の

経
過
観
察
な
ど
が
検
診
の
目
的

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
小

児
心
疾
患
症
例
の
院
外
心
停
止

の
報
告
で
は
、
事
前
に
診
断
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
症
例
が
過
半

数
を
占
め
て
い
た
。
近
年
新
た

な
疾
患
概
念
と
し
て
提
唱
さ
れ

て
い
る
早
期
最
分
極
症
候
群
や

Ｑ
Ｔ
短
縮
症
候
群
の
検
出
方
法

の
確
立
な
ど
を
含
め
、
学
校
心

臓
検
診
で
の
診
断
精
度
の
向
上

が
望
ま
れ
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
の
２
つ
の
課
題

２
０
０
４
年
か
ら
非
医
療

従
事
者
で
あ
る
一
般
市
民

（bystander

）
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
が
許
可
さ
れ
、
学
校
管

理
下
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
救
命

措
置
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
通
電
例
の
最
終
的
な
予
後

に
関
し
て
、
救
急
隊
に
よ
る
通

電
に
対
しbystander

に
よ
る

通
電
で
有
意
に
良
好
で
あ
っ
た

結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
前

に
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
々

に
よ
る
早
急
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
予
後

を
改
善
さ
せ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
し
か
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用

に
は
少
な
く
と
も
次
の
二
つ
の

問
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
つ
目
は
設
置
場
所
を
含
む

管
理
の
問
題
で
あ
る
。
心
臓
突

然
死
は
運
動
場
や
体
育
館
な

ど
で
発
生
す
る
こ
と
が
多
い

が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
職
員
室
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
休
日
の
部
活
動
の
最
中

に
起
こ
っ
た
事
例
で
は
鍵
が
か

か
っ
て
お
り
対
応
で
き
な
か
っ

た
な
ど
の
報
告
が
あ
る
。
日
本

循
環
器
学
会
Ａ
Ｅ
Ｄ
検
討
委
員

会
の
提
言
で
は
、
規
模
の
大
き

な
学
校
で
は
複
数
台
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、
運
動
施
設
（
運
動
場
や
体

育
館
な
ど
）
へ
の
設
置
が
優
先

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
設
置
場

所
を
周
知
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

二
つ
目
は
教
育
に
関
す
る
問

題
で
あ
る
。
教
職
員
を
対
象
と

し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
含
む
応

急
手
当
実
習
は
９
割
以
上
の
学

校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た

実
習
を
行
っ
て
い
る
学
校
は
中

学
校
・
高
等
学
校
で
７
〜
８
割
、

小
学
校
で
は
３
割
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
突
然
の
心
停
止

か
ら
児
童
生
徒
を
救
う
た
め
に

も
、
教
職
員
だ
け
で
な
く
第
一

発
見
者
と
な
り
う
る
児
童
生
徒

に
対
し
て
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
救

命
教
育
の
普
及
が
望
ま
れ
る
。

心
臓
突
然
死
は
家
族
、
学

校
、
地
域
社
会
を
深
い
悲
し
み

に
お
と
し
い
れ
る
。
心
臓
突
然

死
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
学
校
心
臓
検
診
の
診
断
精

度
向
上
な
ら
び
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
適

切
な
管
理
、
救
命
教
育
の
普
及

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
4
面
の
つ
づ
き
）
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石川県保険医協会のベストセラー

お口の機能を育てましょう
─歯科医師からのメッセージ─
『 』

食物アレルギー対応改訂版

子どもの発達段階に合わせたお口の機能獲得、特に
注意していただきたい点などを歯科医師がアドバイス！ 
本書は、6万冊を完売した前版に、食物アレルギーや食
具の使用時期（目安）のわか
りやすい解説を加えた改訂
版になります。

■注文は石川県保険医協会まで
電話076-222-5373　ＦＡＸ076-231-5156

●会員価格は150円（全
国の保険医協会・医会
の会員も同価格）。100
冊以上ご注文いただく
場合、特価（1冊あたり
100円）で販売します。
●価格は全て税込・送料
別です。10冊単位でご
注文ください。

［体裁］Ｂ５判、24ページ、カラー
［発行］石川県保険医協会／2020年5月
［定価］300円
※価格は前版の第3刷（2015年9月発行分）と
　同様です。

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第52回》

中
川

　亮

（
珠
洲
市
総
合
病
院
・
小
児
科
）

小
児
の
心
臓
突
然
死

医療従事者慰労金
感染拡大防止支援事業

！ 実績報告締切は 1月29日（金）
慰労金を職員に給付したら、感染拡大防止等支援事業の

支出が確定したら、石川県への実績報告が必要です。
実績報告の提出期限は2021年 1月29日（金）とされていま

す。間に合わないなどのご事情がある方は、以下の担当窓口
までご相談ください。

石川県新型コロナウイルス感染症
緊急包括支援事業運営事務局（医療分）

電話　076-208-5134（平日9:00～17:00）

石 川 保 険 医 新 聞 第585号（5）2021年1月15日（毎月15日発行）



　
山
口
　
泰
志
（
金
沢
市
・
内
科
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
二
つ
の
演
奏
会

つ
い
先
ほ
ど
（
12
月
13
日
）、

金
沢
歌
劇
座
で
開
催
さ
れ
た
石

川
県
音
楽
文
化
協
会
主
催
の
年

末
公
演
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト  

レ

ク
イ
エ
ム
」
の
演
奏
会
が
終
わ

り
ま
し
た
。
今
回
の
演
奏
会
は

東
京
か
ら
客
演
す
る
プ
ロ
の
指

揮
者
、
独
唱
者
４
名
に
地
元
ア

マ
チ
ュ
ア
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
40

人
、
コ
ー
ラ
ス
80
人
に
よ
る
コ

ロ
ナ
禍
自
粛
生
活
以
後
に
再
開

さ
れ
た
演
奏
会
と
し
て
は
全
国

的
に
も
先
駆
的
な
大
規
模
な
も

の
で
、
来
場
者
に
も
多
数
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
終
了
し
、

今
後
感
染
者
が
出
て
こ
な
い
か

祈
り
な
が
ら
も
、
ま
ず
は
ほ
っ

と
一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

音
楽
活
動
は
、
一
般
に
大
勢

の
奏
者
が
集
ま
っ
て
作
品
を
作

り
上
げ
、
そ
れ
を
多
数
の
観
客

に
聞
い
て
い
た
だ
く
こ
と
で
成

立
す
る
体
験
、
言
わ
ば
「
三

密
」
を
大
前
提
に
成
立
し
て
い

る
よ
う
な
も
の
な
の
で
、
本
番

に
向
け
て
の
練
習
、
舞
台
上
の

演
奏
、
集
客
の
全
て
の
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
感
染
対
策
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
は

膨
大
な
労
力
を
要
し
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
演
奏
会
そ
の
も
の
が

開
催
で
き
る
か
も
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
判
断
が
迫
ら
れ
、
今
回
、
私

自
身
は
練
習
指
導
と
い
う
比
較

的
気
軽
な
役
回
り
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当

の
方
々
の
艱
難
辛
苦
は
傍
目
に

も
気
の
毒
な
ほ
ど
で
し
た
。

一
方
、
去
る
８
月
に
は
金
沢

青
年
会
議
所
主
催
の
金
沢
港
ク

ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
オ
ー
プ
ン

記
念
イ
べ
ン
ト
「
カ
ナ
ザ
ワ
ノ

ヒ
カ
リ　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
集

客
の
上
、
花
火
を
バ
ッ
ク
に
地

元
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
団
体
（
私

共
）、
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
、
ア
カ

ペ
ラ
コ
ー
ラ
ス
の
コ
ラ
ボ
に
な

る
は
ず
で
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど

感
染
第
二
波
が
直
前
に
襲
っ
て

き
た
こ
と
で
急
遽
聴
衆
は
招
待

者
限
定
、
演
奏
も
出
演
者
の
人

数
を
絞
り
込
ん
だ
上
で
、
私
共

は
金
沢
港
か
ら
遠
く
離
れ
た
広

坂
の
金
沢
市
役
所
第
二
庁
舎
か

ら
５
Ｇ
で
音
声
と
画
像
を
金
石

に
飛
ば
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
上
に

上
映
し
、
現
地
で
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
と
ア
カ
ペ
ラ
メ
ン
バ
ー
が
そ

れ
に
合
わ
せ
て
演
奏
、
花
火
の

代
わ
り
に
ド
ロ
ー
ン
シ
ョ
ー
が

つ
く
と
い
う
形
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
い
か
に
大
容
量
高
速
通

信
の
５
Ｇ
と
い
え
ど
も
、
わ
ず

か
な
が
らtim

e rag

が
生
じ
、

real tim
e

で
同
時
に
演
奏
す

る
の
は
無
理
で
、
広
坂
か
ら
一

方
通
行
で
音
声
映
像
を
飛
ば
し

て
、
現
地
で
は
そ
れ
に
合
わ
せ

て
演
奏
す
る
形
に
な
り
ま
し

た
。
結
果
的
に
は
上
々
の
出
来

で
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、
実

質
的
に
は
カ
ラ
オ
ケ
と
同
じ
に

な
り
、
本
来
、
同
時
に
皆
で
呼

吸
を
合
わ
せ
、
意
思
疎
通
を
し

な
が
ら
演
奏
を
完
成
さ
せ
る
と

い
う
合
奏
の
醍
醐
味
か
ら
は
ほ

ど
遠
い
も
の
で
し
た
し
、
現
地

の
反
応
が
こ
ち
ら
に
は
全
く
伝

わ
っ
て
こ
な
い
の
も
も
ど
か
し

い
思
い
で
し
た
。

結
論
と
し
て
は
、
今
ま
で
通

り
に
や
ろ
う
と
す
れ
ば
「
と
て

つ
も
な
く
大
変
」。
新
様
式
で

行
え
ば
「
つ
ま
ら
な
い
」
と
い

う
、
い
さ
さ
か
希
望
の
な
い
話

に
な
り
ま
す
が
、
昨
今
頻
回

に
開
催
さ
れ
る
リ
モ
ー
ト
で
の

学
会
や
講
演
会
も
同
様
、
こ
の

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
と
い
う
疾
患

が
「
人
と
人
が
直
接
顔
を
合
わ

せ
て
交
流
す
る
」こ
と
を
妨
げ
、

結
果
「
人
」
同
士
の
協
働
で
社

会
を
形
成
す
る
と
い
う
、「
人
」

を
「
人
」
た
ら
し
む
る
根
本
原

理
を
い
か
に
阻
害
し
蝕
む
も
の

で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
つ
く

づ
く
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
２
つ
の
演
奏
会
、
聴

衆
の
方
か
ら
は
「
勇
気
づ
け
ら

れ
た
」「
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ

を
心
か
ら
実
感
し
た
」
な
ど
の

言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
、
労

苦
は
報
わ
れ
た
思
い
で
す
が
、

こ
う
し
た
「
不
要
不
急
」
の
活

動
が
、
実
は
私
共
の
生
活
を
ど

れ
ほ
ど
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い

た
か
も
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た

次
第
で
し
た
。

　
西
川
　
忠
之
（
能
美
市
・
泌
尿
器
科
）

家
族
旅
行
が
で
き
な
い
人

不
思
議
と
自
分
が
学
会
出
張

や
旅
行
に
出
る
と
、
普
段
は
元

気
な
高
齢
の
父
が
救
急
搬
送
と

な
り
、
途
中
で
引
き
返
す
こ
と

を
４
度
経
験
し
て
い
る
。
家
族

は
皆
、
仕
事
柄
、
私
は
家
族
旅

行
が
で
き
な
い
人
と
諦
め
て
い

る
。
た
だ
、
２
年
に
一
度
の
医

師
の
親
友
ら
４
家
族
と
の
旅
行

だ
け
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

札
幌
、
姫
路
、
地
元
石
川
は

私
を
含
め
２
人
の
４
家
族
で
幹

事
持
ち
回
り
。
２
年
前
は
豪
華

な
大
阪
経
由
有
馬
温
泉
の
旅
の

は
ず
だ
っ
た
。
大
笑
い
の
花
月

の
途
中
で
嫌
み
な
バ
イ
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
感
じ
た
。
親
父
が
病

院
に
救
急
搬
送
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ

に
い
る
と
の
妹
か
ら
の
電
話
。

幹
事
に
何
度
も
頭
を
下
げ
、
宿

泊
を
キ
ャ
ン
セ
ル
。
花
月
は
幕

ま
で
そ
ぞ
ろ
に
座
り
、
家
族
４

人
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
で
引
き
返

し
た
。
今
年
は
、
持
ち
回
り
の

幹
事
年
。
何
か
不
吉
な
気
持
ち

を
抱
え
な
が
ら
、
１
月
に
は
ラ

イ
ン
で
11
月
辰
口
温
泉
開
催
と

決
め
た
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に

突
入
し
た
。

５
〜
６
月
は
自
粛
、
６
月
に

補
助
金
を
使
っ
て
受
付
の
ア
ク

リ
ル
板
工
事
、
受
診
者
全
員
を

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
受
け
付
け
と

し
、
風
邪
症
状
の
あ
る
方
は
全

員
を
別
の
診
察
室
に
誘
導
す
る

こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
も
患
者

と
職
員
の
安
全
を
ど
う
し
た
ら

確
保
で
き
る
の
か
？
と
模
索
が

続
い
て
い
る
。
ま
だ
、
手
上
げ

を
し
て
い
な
い
が
、
陰
圧
室
を

作
り
（
写
真
）
自
院
通
院
の
方

へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
抗
原
検
査
を

す
る
覚
悟
は
で
き
て
い
る
。

親
父
は
胆
道
感
染
症
と
二
度

の
脳
梗
塞
に
混
合
型
認
知
症
の

た
め
、
私
が
す
べ
き
介
護
の
ほ

と
ん
ど
を
妻
に
押
し
つ
け
て
い

る
。
デ
イ
ケ
ア
も
利
用
し
て
い

る
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、

同
居
家
族
が
県
外
者
と
接
触
が

あ
っ
た
場
合
に
は
利
用
で
き
な

い
と
い
う
。
そ
し
て
、
毎
回
書

面
で
検
温
記
載
、
県
外
者
と
の

接
触
が
な
か
っ
た
こ
と
の
念
書

を
提
出
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。
私
の
素
性
を
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
ら
、
施
設
側
は
あ
る

程
度
お
目
こ
ぼ
し
し
て
く
れ
て

い
る
と
は
い
え
、
自
ら
あ
え
て

県
外
者
と
会
う
計
画
を
す
る
の

は
ダ
メ
で
は
な
い
か
！
嘘
は
つ

け
な
い
か
ら
、
と
妻
が
叱
咤
。

来
年
に
延
期
し
て
は
、
と
い
う

家
族
に
対
し
て
、
来
県
を
決
め

た
友
人
た
ち
を
断
る
こ
と
も
で

き
ず
。
今
年
は
単
身
で
密
を
避

け
た
会
食
の
み
と
し
、
自
ら
、

数
日
間
の
ホ
テ
ル
住
ま
い
を
決

め
た
の
で
し
た
。

　
土
田
　
敏
典
（
金
沢
市
・
整
形
外
科
）

コ
ロ
ナ
ダ
ッ
シ
ュ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
に
よ

り
、
多
く
の
方
々
が
苦
労
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
学
校

が
休
校
し
、
４
月
17
日
に
石
川

県
も
緊
急
事
態
と
な
り
、
社
会

活
動
が
い
ろ
い
ろ
自
粛
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
も

制
限
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
で
の

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
等
し
か
で
き
な
く
な
り
、

週
末
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
し
て
い
ま
し
た
。
奥
卯

辰
山
県
民
公
園
の
芝
生
の
上
を

走
っ
て
い
る
と
、
ダ
ッ
シ
ュ
を

し
た
く
な
り
、
坂
道
で
走
っ
て

み
ま
し
た
。
最
初
は
10
ｍ
ほ
ど

ダ
ッ
シ
ュ
す
る
だ
け
で
、
股
関

節
や
膝
関
節
が
痛
く
な
り
、
や

は
り
だ
め
な
の
か
と
思
い
ま
し

た
が
、
何
週
間
か
走
っ
て
い
る

と
、
関
節
痛
が
起
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
坂
道
ダ
ッ
シ
ュ
を
２

回
ほ
ど
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
翌
日
か
ら
、
大
腿
や
ふ

く
ら
は
ぎ
の
痛
み
が
数
日
続
き

ま
し
た
。
若
い
頃
と
比
べ
か
な

り
遅
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
の

で
す
が
、
坂
道
ダ
ッ
シ
ュ
す
る

と
何
か
し
ら
達
成
感
が
あ
る
の

で
す
。
学
生
時
代
、
部
活
の
最

後
に
す
る
大
学
構
内
の
坂
道

ダ
ッ
シ
ュ
が
嫌
で
し
た
が
、
自

分
か
ら
進
ん
で
行
う
と
嫌
な
気

分
に
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

５
月
25
日
に
緊
急
事
態
宣
言

が
解
除
さ
れ
、
徐
々
に
社
会
活

動
が
再
開
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
時
々
、
坂
道
ダ
ッ
シ
ュ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と

長
く
走
る
の
も
良
い
の
で
す

が
、
た
ま
に
ダ
ッ
シ
ュ
す
る
の

も
良
い
と
思
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の
弊
害
も
多
々
あ

り
、
診
療
で
の
苦
労
も
あ
り
ま

す
が
、
運
動
す
る
こ
と
で
ス
ト

レ
ス
解
消
、
身
体
の
鍛
錬
に
な

り
ま
す
。

春
に
な
れ
ば
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
が
退
散
す
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。

　
小
川
　
滋
彦
（
金
沢
市
・
内
科
）

コ
ロ
ナ
禍
の
We
b
レッス
ン

も
う
医
者
同
士
が
、
リ
ア
ル

で
合
奏
す
る
な
ん
て
、
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
。
感
染
症
の

真
っ
只
中
に
い
る
私
ど
も
が
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
集
う
な
ん
て

今
後
あ
り
え
な
い
の
で
は
な
い

か
。
昨
年
２
月
の
メ
デ
ィ
カ
ル

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
金
沢
の
定
期
演

奏
会
が
中
止
に
な
っ
た
時
、
そ

う
確
信
し
た
。
対
面
レ
ッ
ス
ン

も
や
め
た
。
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
発

生
す
る
管
楽
器
を
、
先
生
の
ご

自
宅
で
吹
き
鳴
ら
す
こ
と
は
危

険
だ
と
考
え
た
。

た
だ
、
外
来
が
第
一
波
で

閑
古
鳥
が
鳴
い
て
い
た
頃
、

Y
ouT

ube

で
検
索
し
、
Ｗｅ
ｂ

レ
ッ
ス
ン
を
し
て
く
れ
る
先
生

を
見
つ
け
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
生

ま
れ
、
30
歳
の
天
才
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
奏
者
、
数
多
く
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
勝
し
て
い
る
コ

ハ
ー
ン
先
生
。
現
在
、
日
本
に

在
住
し
、
音
楽
大
学
で
教
鞭
を

と
っ
て
お
り
、
日
本
語
は
ま
ず

ま
ず
堪
能
。
Ｗ
ｅ
ｂ
と
い
っ

て
も
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
や

り
取
り
で
き
る
ネ
ッ
ト
環
境

で
は
な
い
た
め
、
自
分
の
演

奏
を
５
分
く
ら
い
の
動
画
に

撮
っ
て
、
レ
ッ
ス
ン
料
を
入
金

しD
ropBox

に
ア
ッ
プ
す
る

と
、
そ
れ
に
対
す
る
返
信
動
画

が
翌
週
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
い
う

シ
ス
テ
ム
。
お
互
い
初
対
面
な

の
で
、
慎
重
に
言
葉
を
選
ん
で

気
遣
い
な
が
ら
し
ゃ
べ
っ
て
く

だ
さ
る
彼
の
様
子
は
気
の
毒
な

く
ら
い
だ
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
だ

か
ら
と
言
っ
て
容
赦
な
い
熱
意

を
感
じ
る
。
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
や

リ
ー
ド
な
ど
仕
掛
け
を
す
べ
て

更
新
し
、
音
作
り
を
一
か
ら
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　よ
も
や
ま
話

（
7
面
へ
つ
づ
く
）

陰圧装置と防護用シールド
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り
直
し
て
い
る
。

彼
は
、
自
身
の
練
習
を
ラ
イ

ブ
配
信
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ

の
最
後
の
数
分
間
、
音
楽
の
本

質
を
語
る
文
脈
の
中
で
、
私
が

演
奏
し
た
大
能
正
紀
先
生
を
偲

ぶ
会
の
動
画
に
触
れ
て
く
だ
さ

り
、
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
こ

の
半
年
間
で
一
番
う
れ
し
い
想

い
出
と
な
っ
た
。
後
日
、
彼
の

一
番
弟
子
の
方
か
ら
も
「
上
を

目
指
す
ほ
ど
、
技
術
や
人
の
目

ば
か
り
気
に
し
て
本
質
を
見
失

い
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
小
川

さ
ん
の
心
が
表
れ
た
演
奏
を
聴

き
、
一
層
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
と
の

メ
ー
ル
を
頂
い
た
の
だ
。

実
は
、
昨
年
８
月
に
開
催
予

定
だ
っ
た
県
立
音
楽
堂
で
の
第

九
交
響
曲
。
い
つ
に
な
る
か
分

か
ら
な
い
が
、
リ
ア
ル
で
仲
間

と
舞
台
に
立
っ
た
時
、
最
高
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る
よ

う
、
じ
っ
と
腕
を
磨
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
武
藤
　
一
彦
（
白
山
市
・
小
児
科
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
小
児
科
開
業
医

突
然
の
コ
ロ
ナ
禍
も
、
も
う

す
ぐ
１
年
を
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
島
国
日
本
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
伝
え

ら
れ
る
大
惨
事
に
は
至
っ
て
い

な
い
と
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。
最
近
伝
え
ら
れ
る
東
京
・

大
阪
・
北
海
道
な
ど
の
大
都
市

に
お
け
る
感
染
者
の
数
は
日
々

そ
の
数
を
更
新
し
て
い
る
。
本

日
（
12
月
11
日
朝
刊
）
の
報
道

で
は
、
東
京
で
６
０
２
人
と
最

多
、
全
国
合
計
で
も
２
９
７
３

人
の
過
去
最
多
を
更
新
し
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
重

症
者
も
増
加
、
当
然
死
者
も
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

三
密
を
守
れ
な
い
状
況
が
、

こ
の
増
加
に
関
与
し
て
い
る
の

か
、
あ
る
い
は
人
種
に
よ
る
抵

抗
力
の
違
い
、
さ
ら
に
全
く
違

う
原
因
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

小
児
で
は
、
感
染
者
も
少
な

く
、
重
症
化
も
少
な
い
状
況
が

続
い
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
も

ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
な
い
。
イ
ギ

リ
ス
で
は
、
今
日
か
ら
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
始
ま
っ
た
と
い
う
報

道
が
伝
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
と
同
時
に
２
名
の
重
症
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
と
い
う
副
作
用

も
伝
え
ら
れ
た
。
数
が
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
い
状
況
で
２
名
の
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
患
者
が
出
た

と
い
う
こ
と
は
、
危
険
な
ワ
ク

チ
ン
と
い
う
印
象
も
拭
え
な

い
。
今
後
、
３
例
４
例
と
報
告

が
出
れ
ば
、
中
止
と
い
う
こ
と

も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
各
国
の

ワ
ク
チ
ン
が
、
ど
の
く
ら
い
の

効
果
が
あ
り
、
ど
の
く
ら
い
の

副
作
用
が
あ
る
か
を
検
討
し
な

が
ら
、
問
題
の
少
な
い
ワ
ク
チ

ン
が
世
界
に
広
ま
り
、
重
症
例

の
緩
和
に
役
立
つ
こ
と
を
願
い

た
い
。

と
こ
ろ
で
、
当
院
へ
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

来
ら
れ
た
お
年
寄
り
が
２
日
後

に
発
熱
し
、
他
医
に
て
ワ
ク
チ

ン
の
副
作
用
と
診
断
を
受
け
た

が
、
結
局
は
新
型
コ
ロ
ナ
と
い

う
診
断
に
行
き
着
い
た
。
幸
い

に
も
当
院
で
は
、
感
染
者
も
な

く
経
過
し
て
い
る
。
驚
い
た
の

は
、
あ
ま
り
に
も
身
近
に
新
型

コ
ロ
ナ
が
感
染
の
機
会
を
伺
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
翌

日
か
ら
防
備
を
上
げ
た
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
し
か

し
、
防
備
が
１
０
０
％
安
全
と

い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
だ

か
ら
、「
い
つ
遭
遇
す
る
か
は

分
か
ら
な
い
」
と
い
う
心
構
え

が
必
要
だ
と
思
う
。
ま
た
、
子

ど
も
だ
か
ら
安
全
と
い
う
こ
と

も
な
い
。
子
ど
も
は
軽
症
だ
か

ら
、
油
断
し
が
ち
で
あ
る
。
感

染
源
と
し
て
は
充
分
で
あ
り
、

む
し
ろ
危
険
と
も
考
え
ら
れ

る
。
小
児
科
医
が
、
こ
の
第
３

波
を
無
事
に
乗
り
切
れ
る
か
ど

う
か
は
、
１
０
０
％
に
近
い
防

備
と
、
天
命
に
か
か
っ
て
い
る

よ
う
に
思
う
。

一
見
、
民
家
風
（
と
い
う

よ
り
民
家
そ
の
も
の
）
で

（
写
真
１
）、
大
通
り
か
ら

入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
し
ゃ
れ
た
真
新
し
い
暖

簾
が
目
印
で
す
。「
お
し
ゃ

べ
りcafé

め
て
み
み
」
は

石
川
県
保
険
医
協
会
事
務
局

員
だ
っ
た
橋
爪
さ
ん
が
、
ご

夫
婦
で
２
０
２
０
年
７
月
に

オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
カ
フ
ェ

で
す
。

開
業
宣
言
が
メ
ニ
ュ
ー
帳

に
載
っ
て
い
ま
す
。「
こ
こ

ろ
と
か
ら
だ
が
元
気
に
な
る

美
味
し
い
お
料
理
を
提
供
し

ま
す
」「
社
会

福
祉
士
が
い
る

地
域café

で
あ

り
、
ち
ょ
っ
と

し
た
困
り
ご
と

を
気
軽
に
相
談

で
き
る
場
所
」「
文
化
や
芸

術
が
好
き
な
人
た
ち
の
交
流

の
場
」「
地
域
と
子
ど
も
た

ち
の
未
来
の
た
め
、
平
和
を

大
切
に
し
て
い
き
ま
す
」
な

ど
と
あ
り
ま
す
。

店
内
の
柱
時
計
は
「
め
て

み
み
時
間
」
を
示
し
て
い
ま

す
（
写
真
２
）。
一
休
さ
ん

の
「
あ
わ
て
な
い
、
あ
わ
て

な
い
、
一
休
み
、
一
休
み
」

の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

で
し
た
。

週
ご
と
に
変
わ
る
ラ
ン
チ

は
マ
ス
タ
ー
の
誠
実
さ
が
伝

わ
る
も
の
で
す
。
宣
言
の
一

つ
は
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

行
う｢

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）」
の
会
場

に
な
っ
た
り
、
プ
ロ
カ
メ
ラ

マ
ン
の
中
西
優
さ
ん
に
よ
る

写
真
教
室
、
ク
リ
ス
マ
ス
用

の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
づ
く
り
と

い
っ
た
手
芸
教
室
な
ど
が
開

催
・
企
画
さ
れ
て
い
て
、
他

の
宣
言
も
実
現
さ
れ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
め
て
み
み
っ

て
ど
ん
な
意
味
？　

漢
字
に

直
せ
ば
「
目
手
耳
」
だ
そ
う

で
す
が
、
懐
が
深
く
温
か

く
包
み
込
む
よ
う
な
場
所

で
す
。

コレコレ旨
ウマウマ

お気に入りの
食べどころ

お
し
ゃ
べ
りcafé

め
て
み
み

8軒目

地
域
の
人
が
つ
な
が
る
場
所

大
川

　義
弘
（
金
沢
市
・
内
科
）

おしゃべりcaféめてみみ店主　 
西﨑真奈美（旧姓・橋爪）

保険医協会在籍中は大変お世話になりました。
この場をお借りして御礼申し上げます。
6年あまり実母の介護を経験する中で、本人や
家族、いろいろな立場の人たちの心のよりどころ
となるような居場所を作ることができたらいいな
と、漠然と考えるようになりました。
店名の「めてみみ」は、「地域の人たちの目と
なり手となり耳となれれば」という願いを込めて
名付けました。対象者を限定したくなく、いろい
ろな人たちに集ってもらいたかったので、あえて
カフェというカタチにこだわりました。今は料理
人として、もっぱら料理作りに専念しています。
保険医協会で培った知識や経験を生かせるよう
に、新しい場所でがんばっていこうと思います。
先生方、ぜひ「めてみみ」にお立ち寄りくださ
い！　心よりお待ちしております。

おしゃべりcaféめてみみ
金沢市暁町11-27　電話076-256-0330
（水・木・金）10:00～17:00、
（土・日）9:00～17:00、（月・火）休み

（
6
面
の
つ
づ
き
）

ワ
イ
ワ
イ
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
家
庭
料
理
研
究
家
　池
上 

正
子

１ 餅は半分の厚さに切る。

２ ホットプレートを220℃に熱し、サラダ油を薄く塗
り、餅を2切れずつくっつけてプレートに並べる。３
～４分焼いて、２枚がくっついたらひっくり返す。

３ A～Dの好みの組み合わせのソースなどを塗り、
具材をのせる。ふたをして２～３分蒸し焼きにした
ら完成。焼き上がったら、温度設定を保温にする。

いろんな味を楽しむ
餅ピザパーティー

（連合通信社）

〈材料　３～４人分〉
切り餅8個、サラダ油大さじ1、おススメ具材（各適量）＝
（A）ピザソース×細切りベーコン×チーズ、（B）ソース×
千切りキャベツ×マヨネーズ、（C）バター×あんこ、（D）
好みのジャム×クリームチーズ

週替わりランチ（850円）は1日10食限定

写真２　�音も心地よい「めてみみ
時間」の柱時計

元
保
険
医
協
会
事
務
局
員
の
西
﨑
真
奈

美
さ
ん
（
旧
姓
・
橋
爪
、
写
真
左
）
と

西
﨑
史
人
さ
ん

写真１　民家を改装したカフェ
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近年、パソコンやゲームなどの普及により手元を見る作業が増
加し、低学年から近視を発症する子どもが増えています（図 1 ）。
近視になっても眼鏡やコンタクトレンズで矯正すれば遠くは見え
るし、特に問題ないと思われがちですが、近視の度数が強くなる
と、将来的に緑内障や網膜剥離、網脈絡膜萎縮などの眼疾患を発
症する危険性が高くなります。

子どもの近視進行を抑制する方法としては、低濃度アトロピン
の点眼や屋外活動で太陽光に含まれるバイオレットライトを浴び
ることなどが最近報告されていますが、以前から行われていた方
法にオルソケラトロジー（オルソK）があります。これは、特殊な形をし
たハードコンタクトレンズ（オルソKレンズ）を装用し、角膜頂点の湾曲
を変化させることで近視を治療する方法で、近視進行抑制効果もあると言
われています。

図 2 にオルソKの矯正方法を示します。就寝前にオルソKレンズを装用
し、朝外すと近視が矯正され、裸眼で遠方まで見えるようになるという仕
組みです。しかし、夜になると角膜の形状は元に戻るため、毎日就寝前の
オルソKレンズ装用を繰り返さなければなりません。

日本では2009年に厚労省がオルソKを認可し、ガイドラインが作られま
した。当初オルソKの適応年齢は20歳以上が原則とされていましたが、実
際に処方される年齢は、角膜が柔らかくて矯正効果が高い小中学生がほ
とんどでした。そこで2017年、現実に即した新しいガイドラインが発表さ
れ、20歳未満であっても慎重に処方すればよいことになり、かなり広まる
ようになってきました。

図 3 は、新オルソKガイドライン発出の半年後のアンケート調査で得ら
れた「オルソK の治療対象年齢の構成比」ですが、小学生が34.5％、中学
生から19歳までが39.8％で、やはり治療対象の多くが20歳未満です。

未成年者にオルソKレンズを装用して本当に大丈夫なのかと思うかもし
れませんが、オルソKを処方でき
る医師は、特別な講習会を受講し
て認定された眼科専門医のみとさ
れています。処方した医師の指示
を守って装用すれば、万が一合併
症が起きても早期に対処すること
ができ、重篤な合併症に至ること
は極めて稀です。

近視を治療し、さらには進行の
抑制効果もあるオルソK によっ
て、近視人口を減らすことができ
れば幸いです。

角膜の形状を変化させるコンタクトレンズ（オルソケラトロジー）角膜の形状を変化させるコンタクトレンズ（オルソケラトロジー）

紙上よろず勉強会 《第13回》シリーズ

牛村　繁 （白山市・眼科）

進化するコンタクトレンズ③（最終回）テーマ
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図2　オルソケラトロジーの矯正原理　㈱シード　ホームページより引用

図1　�裸眼視力1.0未満の者の割合の推移［文部科学省］学校保健統計調査
─�令和元年度（確定値）の結果の概要より引用

【レンズ装着前】
近視の場合、光が網膜より手前で焦点を結ぶため、

像がぼやけて見えます。

【つける】
特殊なカーブを持つレンズが角膜前面の形状を矯正し、

光の焦点を網膜上に結びます。

【はずす】
レンズをはずしても一定時間角膜形状が維持されるため、

昼間は裸眼視力が改善します。

ピント

ピント ピント

角膜 水晶体

網膜

コンタクトレンズ

図3　�オルソケラトロジー治療対象年齢
の構成比

オルソケラトロジーに関するアンケー
ト調査の集計結果報告（平成30年度）
［日本の眼科90：2号］より引用

「丑年」にモオーと
　　　  牛を知ろう！

石川県保険医協会
ホームページ

http://ishikawahokeni.jp/
診療報酬改定、 新型コロナ開業医向け支援制度、
出版物、講演会など役立つ情報を随時更新中！
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パンデミックとなったCOVID-19についての評論は無数にあるが、今回
は文明史の観点から感染症を振り返ってみる。読んだ本は「名著」とされ、
この分野でベストセラーとなっている作品である。

①銃・病原菌・鉄
本書は国内外で多くの賞を受賞し、著者は「知の巨人」と称されている。

その主題は、近代における文明の格差、貧富の差などは、民族的や人種的
な優劣とは無関係との仮説である。ユーラシア大陸、特にヨーロッパと新
大陸（南北アメリカ、アフリカ、オーストラリア）との決定的な違いは、
ヨーロッパが「銃・病原菌・鉄」を持っていた、あるいはそれらに対応で
きたことである。

1492年にコロンブスがアメリカ大陸を発見したが、ヨーロッパ人が現地
人に対し優位性を確立した歴史的な瞬間は1532年のカハマルカの戦いであ
る。コンキスタドール（征服者）ピサロはわずか168人の手勢で数万人の
インカ帝国軍に立ち向かい、銃や鉄剣などを武器に騎馬兵が縦横無尽に暴
れて虐殺し、インカ帝国帝王アタワルパを捕捉した。より決定的なのがス
ペイン人が持ち込んだ天然痘、麻疹などの感染症で、免疫のないインカの
人々は 1 千万人から130万人に激減した。つまりこの本のタイトル「銃・
病原菌・鉄」こそ、西欧人が新大陸を征服した直接の要因と解説している

（本書の表紙には、イギリスの画家ジョン・エヴァレット・ミレーの絵「ペ
ルーのインカ王を捕らえるピサロ」が描かれている）。

人類の発展を俯瞰すると、後期氷河期が終わったのは 1 万 3 千年前。そ
の頃の人類は全て狩猟採取で横一線だった。以後、メソポタミア、中国、
アンデス地帯、北アメリカなどで農耕が始まったが、その後はユーラシア
大陸、特にヨーロッパ系の民族の発展が優位になり、決定的になったのは
16世紀ごろ、大航海時代といわれる時期である。

なぜユーラシア大陸で文明の発達が優位であったか。著者はユーラシア
の人々に人種的、民族的な優位性があったのではなく、環境の違いが主で
あるとして、具体的には三つの視点から解説している。

一つがユーラシア大陸では、家畜化できる大型哺乳類が多かったことで
ある。世界の137万種の動物のうち、家畜化できたのは14種類のみ。主要
家畜は 5 種類（牛、馬、豚、ヤギ、羊）しかない。ユーラシア大陸にはそ
のうち13種類が生息していた。一方、アメリカ大陸では 1 種類のみであ
る。二つ目が農作物として栽培できる作物が多かったこと。ユーラシア大

陸では農業が発展し、定住生活となる。ヒトの数が増え、家畜との接触が
増え、家畜由来の感染症が人々に感染し苦しむも、時間と共に免疫ができ
る。それが15世紀の新大陸の征服に「生物兵器として」威力を発揮した。

三つ目として、ユーラシア大陸では人口が増加し、鉄製品、鉄製武器、
銃などが実用化されたことである。ユーラシア大陸は東西に伸びた横長の
大陸で、各地域によって緯度に大差がなく移動が容易。また天候、環境が
一定。栽培技術、家畜の飼育も同じ緯度の地域なら拡散しやすい。その結
果、食糧生産力が飛躍的に増大し、支配階級が出現する。ピラミッド構造
の集権化された世界が実現した。文字、印刷技術の発明・実用化、革新的
な技術の発展、技術の蓄積、伝承、拡散が容易となった。

著者の仮説は読者に知的刺激を十分与えてくれる。

②感染症の世界史
著者は現在環境史の研究者として知られているが、朝日新聞記者から、

大学教授、国連環境計画顧問、ザンビア大使などを歴任した経歴を持つ。
既往歴にマラリア、デング熱、アメーバ赤痢などがあり、ジャングルのテ
ントで高熱を出し意識不明の状態が続いたこともある。

内容は詰め込みすぎた感があるが、感染症の歴史と現状を簡潔にまとめ
ている。エボラ出血熱、SARS、MARSなどの新興感染症の話から、歴史
と感染症の関係を展開する。十字軍の遠征と11世紀のハンセン病の欧州で
の蔓延、12世紀の東西文明の交易とともに中国奥地を起源とするペストの
欧州での壊滅的な流行、新大陸への侵攻とアステカ、マヤ文明の滅亡に関
与した麻疹、天然痘の流行、18世紀の産業革命に伴う都市部での劣悪な労
働環境で猛威を振るった結核の流行、第一次世界大戦で米軍が戦場に持ち
こみ、大戦終結に繋がったパンデミックとしてのインフルエンザなど、感
染症の世界史を解説する。

一方、人類と共存するウイルス・細菌もあり、例として、ピロリ菌は潰
瘍や胃がんの原因とされる一方、ピロリ菌の感染率が下がるとアレルギー
疾患が多くなるとのデータがあると指摘。そのほか、猫とトキソプラズ
マ、性交渉とウイルスの関係、縄文人が持ち込んだ成人T細胞白血病、弥
生人が持ち込んだ結核などの話も面白い。著者は医学者ではないが、その
豊富な知識に驚かされる。

最後に、今後も新しい感染症の発生が予想される地域として、中国とア
フリカを挙げている。本書は2014年に単行本として刊行されているが、著
者の予想はCOVID-19の流行を見事に予言していたことになる。感染症の
歴史を分かりやすく解説している名著である。

③感染症と文明 ─ 共生への道
著者は長崎大学医学部出身で長崎大学熱帯医学研究所教授。
国連から派遣され、2003年から2010年まで数回ハイチに赴任している。

この間に内戦による混乱、地震とその後のコレラの蔓延により多数の死者
を出した悲惨な現場を体験する。2011年 3 月11日に発生した東日本大震災。
著者はただちに、被災現場に駆け付け緊急救援活動を開始した。ある日、
海岸に立つと跡形もなく崩れた橋梁があった。折れ曲がり、赤さび丸出し
のレールが晒される一方、空はあくまで青く、海はあくまで蒼い。水鳥が
羽根を休めている平和な光景が広がっていた。感染症との共生とは理想的
な適応ではなく、心地良くない妥協の産物と思ったと言う。地球環境にし
ても感染症に対しても、それを踏まえて人類の未来を構想していかなけれ
ばならないと言う。狩猟採取社会から古代文明、中世から近代、そして世
界大戦後の今日までの感染症と文明の関係をうまくまとめている。

考察
今回の 3 作品、いずれも著者らのフィールドワークを元に書かれたもの

で、内容に説得力がある。内容が豊富でごく一部しか紹介できなかった
が、人類と細菌・ウイルスとの闘いがいかに苛酷であり、文明に大きな影
響を与えたかは明白である。特に近年のエボラ、SARS、COVID-19など
新興感染症の出現は、環境破壊と関連し、強烈なカウンターパンチを受け
た印象である。

一方、近年の研究によるとウイルスは哺乳動物の胎盤形成に関与し、胎
盤により母親の免疫細胞が胎児に入ることが阻止され、拒絶反応を防いで
いると言う。ウイルスは胎児を保護する役割を果たしている。

結局、人間は心地良いとは言えない環境の下で、ウイルス・細菌と共存
しなければならないことをCOVID-19の流行下で噛みしめるのである。

● ● ● ● ● ● ● ● ● 【読んだ本】 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

①銃・病原菌・鉄　上・下巻
●ジャレド・ダイアモンド（著）、倉骨彰（訳）
●草思社文庫　●2012年2月初版

②感染症の世界史
●石　弘之（著）
●角川ソフィア文庫　●2018年1月初版

③感染症と文明 ─ 共生への道
●山本太郎（著）
●岩波新書　●2011年6月初版

喜多　徹（野々市市・内科）

複眼的に思索する複眼的に思索する
63その読書教室読書教室

○テーマ─ COVID-19と文明史
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小松市の戦争の歴史や戦争遺跡に興味を持ったの
は、市内の事業所への転勤が契機です。海軍小松飛
行場は、1943年 4 月 1 日に、安宅に海軍の舞鶴鎮守
府小松飛行場建設事務所が開設され、本格的な工事
が始まりました。学徒や報国会の人たちなど延べ20
万人が動員されたそうです。
空の軍都を目指した小松

1944年 4 月、山口小松市長（当時）は、次のよう
な計画書を舞鶴鎮守府に提出しています。

小松市の軍都計画の概要
第1期計画
江沼郡矢田野.･月津･篠原3村の編入により、市域面積
120万平方メートルとなるをもって人口30万を目標とす。
第2期計画
更に、片山津･橋立･分校･及び動橋4か町村を編入す
ることにより、面積160万平方メートルとなり、背後
における諸物資等の給原地帯も広大になるをもって人
口50万を目標とす。
（中略）食糧は市内において米10万石、麦5000石、甘
藷500万貫、馬鈴薯400万貫を産し、蔬菜類は優に市内
おいて自給自足し得る状況にあり。水産物即ち鮮魚類
は沿岸漁業地として、現市内の安宅新町、浜佐美町あ
り。更に編入区域には、加賀地方唯一の漁港橋立があ
る。なお、新鮮なる淡水魚の給源として柴山、今江、
木場の3湖を市内に包含す。（以下略）

そして、舞鶴鎮守府参謀長は、小松飛行場施設の

拡充と小松市及び江沼郡を含む大軍都建設を海軍省
にはたらきかけましたが、戦局悪化で計画は頓挫し
ました。
海軍小松飛行場は特攻隊の基地に

1945年 6 月に大分県宇佐基地から、さらに 7 月に
は鹿児島県鹿屋基地から神雷部隊（大型の一式陸上
攻撃機に吊した「桜花」で特攻を行う部隊）が小松
飛行場に移動。終戦までに、小松から鹿屋を経て沖
縄方面に 9 回出撃し、277人が犠牲となっています。
加賀市には予科練が

1944年 9 月には、現在の加賀市新保町、芝山町、
一白町に予科練教程専門の練習航空隊として海軍小
松航空隊が設置されています。敷地面積約64万平方
メートル、50棟もの兵舎が建てられていました。全
国から集められた17歳前後の予科練生の数は、最も
多い時で 6 千人に及びました。

戦局悪化で、予科練生たちが乗る飛行機が次々と
戦地に駆り出され、1945年 3 月には予科練教程教育
は中止となります。やがて、予科練生たちは、特攻訓
練を開始。本土決戦に備えて防空壕掘りも行いまし
た。一白町に防空壕跡を確認できる場所があります。

1945年 6 月30日、海軍小松航空隊は解隊。予科練
生たちは、七尾市田鶴浜の相馬飛行場建設に携わり

ますが、一度も飛行機が飛ぶことなく終戦を迎えま
す。加賀市新保町には、予科練之碑が建っていま
す。また、空港近くの県立航空プラザに展示コー
ナーがあります。

無謀な戦争政策に、若者は翻弄され未来を奪われ
ていきました。そして、二度とこのようなことが起
きないように、日本国憲法がつくられました。私た
ちは、そのような歴史を決して忘れてはならないと
思います。

日本国憲法第 9 条
日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠

実に希求し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇
又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段として
は、永久にこれを放棄する。

戦争の面影が残る建物・場所が石川県内にも多く残されています。戦争は遠い昔の出来事でなく、現
在と地続きの出来事だと感じられます。2020年 8月に石川県の戦争遺産を収録した『記憶の灯

あか

り　希
望の宙

そら

へ　いしかわの戦争と平和』が発刊され、執筆者の皆さんにリレー形式でご寄稿いただきます。

〈シリーズ〉憲法を生きる㉚

海軍小松航空隊
柴原　和美 石川県平和委員会

石川の戦争遺産（その5）

海軍小松飛行場建設地と予科練の位置

加賀市新保町に残る予科練之碑

 金沢市松島1丁目40番地
TEL：076‐269‐1881　FAX：076‐269‐2522

明日の健康と新産業創造のパートナー

株式会社 三谷サービスエンジン
〒921－8801  石川県野々市市御経塚3丁目47番地

TEL：076－214－3311（代表）
FAX：076－214－3312　　　　

ENEOS㈱特約店

〒921‐8161  金沢市有松4丁目3番26号
TEL（０７６）247‐5157  FAX（０７６）244‐4897

E-mail ： eigyo@sonoda-p.com

ソノダ印刷株式会社

『石川保険医新聞』『病院マップ』などを印刷させていただいております。
保険医協会会員の先生方の自費出版などは、格安にて承ります。

医療業界とオフィスの未来への発展を目指し、
              常に挑戦し続ける総合商社

富士フイルム・キヤノン代理店

株式
会社

〒920-0804　金沢市鳴和2-9-25
TEL（076）252-4381   FAX（076）252-4377　
カメラ・写真材料・医療機器・事務機・AV機器

〒920‐0902  金沢市尾張町2丁目8番23号　太陽生命金沢ビル8階
TEL（076）222‐5373
FAX（076）231‐5156

保険医協会の共済制度を取り扱っています。
代表取締役　三　宅　　　靖

㈲ヒポクラテス

公法人部〒103-0027東京都中央区日本橋 2－11－2

TEL（０３）３２７２-６０４２

石川県保険医協会グループ保険制度 事務幹事会社謹賀新年 2021年
本紙を作成するにあたり、その製作費の一
部を掲載各社よりご協賛いただきました。
ありがとうございました。
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●同封の読者アンケート・クイズ解答用紙（A4）をFAXいただくか、以下の回答フォームよりクイズの答え、
住所、電話番号、氏名、職業（勤務先または所属団体など）および本紙を読まれた感想などをお送りください。

『石川保険医新聞』2021年新年号読者アンケート回答フォーム
　　http://ishikawahokeni.jp/202101-crossword/  ※ＱＲコード読み取りからでもアクセスできます。

●応募はお一人様一通に限らせていただきます。
●当選発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

締め切り

2021年2月1日（月）
午後5時

  １　初詣の時、くぐります
  ２　おみくじで一年の……を占います
  ３　オペレッタ。日本語では……
  ４　……室、……場、……槽
  ５　重油が漏れて海が……された
  ６　出席すること
  ７　宅配サービスでおなじみ
  ８　違いによって分けます
12　暑い日の公園ではここで休みます
13　七福神の船の帆に書いてあります
14　新年のあいさつ言葉
15　時代劇に出てくる高齢者。ご……
16　新聞や雑誌の文章の間に入った絵
17　かわいい顔ですが、漢字では海豹
18　並外れて厳しいこと。……体験
19　陸上で最も大きいほ乳類
22　電車やバスではつかまりましょう
24　周りを縁取るもの。窓……
26　川や海で浅い所をこういいます
28　踊り。日本……、民族……
30　信濃川は長野県では……川
32　今や韓国の国民食、フライド……
33　……が入ったダウンジャケット
35　手紙の始めは「拝啓」、結びは
37　午前２時～２時半。……三つ時
39　千年も生きるって？　まさかね
41　三陸鉄道リアス線最北の駅は？

タテのカギ
  １　開会式は７月23日の予定です
  9　アウトライン。顔の……
10　大勢来てほしい。……客万来
11　東北地方では牛のこと。赤……
13　七福神の恵比寿様が左手に持つ
14　人の声です。……多重放送
16　芸術品の制作者のことです
17　昔からある1人用可搬暖房器具
18　正月行事の一つ。字を書きます
20　平幕力士が横綱に勝ちました！
21　あおむけに浮かんで貝を食べます
23　英語ではブレスレット
25　弾くまねが大げさな……ギター
27　……コール、……シーン
29　地球上で水に覆われていない部分
31　似顔絵のコツは……をつかむこと
34　正月は飲みすぎに要注意
36　職場のどこかにあります。……器
38　体や心が痛みます
40　太陽系で最も大きい惑星
42　源義経の幼名
43　牛に引かれて……参り

ヨコのカギ

2021年2021年
新春新春

【作／モロズミ勝】
二重ワクの7文字をうまく並べてできる言葉は？

ヒント=牛もヨダレを垂らしていますよ。
【問題】

必要事項をもれなくご記入いただいた正解者の中から抽選で5人の方に、
図書カード（2,000円分）をプレゼント。新年号を読まれた方なら、どなたでもご応募いただけます

12月15日付けの厚労省事務連絡にて、「乳幼児感染予防策加算」が新設
されました。小児科に限らず、全医療機関が対象です。歯科診療所でも算
定できます。対象疾患の制限もありません。

詳細・算定要件は、石川県保険医協会ホームページ「協会ニュース」、
または12月25日にお送りした資料をご覧ください。

初診料、再診料、外来診療料、小児科外来診療料、小児かかりつけ診療料
に加算する（2020年12月15日から算定可能。2021年9月末までの予定）。

診療行為名称 点数 請求コード

医科

乳幼児感染予防策加算（初診料・診療報酬上臨時
的取扱） 100点 111013970

乳幼児感染予防策加算（再診料・外来診療料・診
療報酬上臨時的取扱） 100点 112023970

乳幼児感染予防策加算（小児科外来診療料等・診
療報酬上臨時的取扱）【保険医協会の注釈】小児
かかりつけ診療料もこのコードを使用する

100点 113033270

歯科 乳幼児感染予防策加算（新型コロナウイルス感染
症に係る診療報酬上の臨時的な取扱い） 55点 301077770

2021年4月より初・再診料5点加算、入院料10点加算
厚労・財務両大臣と内閣官房長官が合意した方針に基づき、12月18日の

中医協にて、2021年 4 月〜2021年 9 月末の期間で、初診・再診等、入院料、
調剤、訪問看護において以下の点数に相当する加算等を算定できる特例措
置を講ずることが承認されました。具体的な取扱いが示されましたら、石
川県保険医協会ホームページ「協会ニュース」、『石川保険医新聞』等にて
ご案内いたします。

<2021年4月1日〜2021年9月30日までの加算>
◆� 初診・再診（医科・歯科）等については、1回あたり5点
◆� 入院については、入院料によらず、1日あたり10点
◆� 調剤については、1回あたり4点
◆� 訪問看護については、1回あたり50円

新型コロナウイルス特例措置　12/15より算定できます
診療科問わず、6歳未満の外来診療で

乳幼児感染予防策加算（医科100点・歯科55点）が新設

石 川 保 険 医 新 聞 第585号（11）2021年1月15日（毎月15日発行）
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石
川
県
に
あ
る
温
泉
地
の
共
同
浴
場
施
設
に
は
、“
総
湯
”

と
名
の
付
く
も
の
が
多
い
。
山
中
温
泉
総
湯
『
菊
乃
湯
』、

山
代
温
泉
総
湯
、
和
倉
温
泉
総
湯
、
湯
涌
温
泉
総
湯
『
白
鷺

の
湯
』
を
は
じ
め
、
富
山
県
ま
で
含
め
る
と
10
カ
所
以
上
は

あ
る
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
全
国
の
共
同
浴
場
に
関
す
る

温
泉
番
付
を
見
る
と
、
総
湯
と
い
う
言
葉
は
北
陸
地
方
に
し

か
見
当
た
ら
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

そ
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
を
探
る
た
め
に
、
温
泉
評
論
家

で
あ
る
石
川
理
夫
氏
の
著
書
『
温
泉
の
日
本
史
』
を
読
ん
で

み
た
。
加
賀
地
方
の
共
同
湯
が
“
惣
湯
”
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
中
世
で
、
室
町
時
代
後
期
に
畿
内
か
ら
周
辺

地
域
に
あ
っ
た
荘
園
制
度
が
解
体
し
、
自
治
的
な
村
落
共
同

体
で
あ
る
惣
庄
・
惣
村
が
形
成
さ
れ
た
。
惣
村
で
は
山
林
や

神
社
な
ど
を
、
村
で
共
有
す
る
自
治
的
な
仕
組
み
が
取
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
共
同
湯
も
そ
の
一
つ
。
加
賀
地
方
で
は

応
仁
の
乱

（
１
４
６
７

〜
７
７
年
）

以
降
に
蓮

如
上
人
が

本
願
寺
教

団
の
普
及

に
努
め
た

結
果
、
一

向
一
揆
が

強
ま
り
、

一
世
紀
に

も
お
よ
ぶ

守
護
大
名

の
支
配
か

ら
解
放
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
、「
百
姓
ノ
持
タ
ル
国
」
が
出

来
上
が
っ
た
の
は
あ
ま
り
に
も
有
名
だ
が
、
そ
の
時
期
に

“
惣
湯
”
が
成
立
し
た
の
だ
そ
う
だ
。

同
著
で
は
、
同
じ
時
期
に
他
に
も
、
野
沢
温
泉
や
渋
温
泉

に
“
惣
湯
”
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
方
の

共
同
浴
場
は
現
在
“
大
湯
”
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
石
川
県
に

総
湯
が
多
い
の
は
、
加
賀
一
向
一
揆
と
関
係
が
深
い
と
考
え

る
と
、
な
る
ほ
ど
と
頷
け
る
。

石
川
県
に
多
い�

�

“
総
湯
”の
由
来
は
？
　

�

斉
藤
　
典
才
（
金
沢
市
・
外
科
）

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

２
０
１
９
年
10
月
17
日
（
木
）

雨
早
朝
、
現
地
係
員
と
と
も

に
車
で
カ
ル
ガ
リ
ー
の
空
港

へ
。
機
内
預
け
荷
物
が
22
㎏

だ
っ
た
。
制
限
ま
で
あ
と
１

㎏
。
お
土
産
に
買
っ
た
メ
ー
プ

ル
シ
ロ
ッ
プ
の
瓶
が
重
か
っ

た
。
手
荷
物
検
査
、
セ
ー
フ

テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
に
30
分
並
ぶ
。

空
港
内
で
朝
食
。
ハ
ム
と
チ
ー

ズ
の
オ
ム
レ
ツ
を
選
択
。
ホ
ッ

ト
コ
ー
ヒ
ー
が
ガ
ラ
ス
の
コ
ッ

プ
に
淹
れ
ら
れ
て
い
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
着
後
、
市
内

観
光
。
夫
婦
２
人
に
ガ
イ
ド
さ

ん
１
人
。
街
が
ゾ
ー
ン
で
大
き

く
区
分
け
さ
れ
て
い
る
。
一
戸

建
て
住
宅
地
域
、
総
合
住
宅
地

域
、
商
業
地
域
、
工
業
地
域
と

い
う
風
に
。
金
融
関
係
者
や
ト

ロ
ン
ト
に
本
社
の
あ
る
会
社
で

働
く
人
た
ち
は
、
ト
ロ
ン
ト
時

間
に
合
わ
せ
る
た
め
朝
が
と
っ

て
も
早
い
（
時
差
４
時
間
）。

夕
方
３
時
か
ら
自
由
に
な
る
。

土
地
価
格
が
20
年
で
30
倍
ほ
ど

に
な
っ
て
い
る
と
か
。
香
港
や

中
国
資
本
が
入
り
、
バ
ブ
ル
。

ま
た
、
人
口
急
増
を
ま
か
な
う

た
め
、
こ
ん
な
に
広
い
土
地
が

あ
る
の
に
、
郊
外
に
住
宅
密
集

地
が
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
が
早
く

整
備
で
き
る
か
ら
だ
と
い
う
。

ま
ず
、
グ
ラ
ン
ビ
ル
ア
イ
ラ

ン
ド
。
港
に
立
ち
寄
り
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
。
多
く
の
店
が
ひ
し

め
き
合
っ
て
い
る
。
果
物
が
整

然
と
積
み
上
げ
ら
れ
、
サ
ボ
テ

ン
も
売
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
ガ
イ

モ
も
色
と
り
ど
り
。

ホ
テ
ル
で
休
憩
後
、
街
を
散

策
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
を

目
指
す
。
道
に
迷
い
な
が
ら
、

雨
の
中
を
２
時
間

ほ
ど
歩
い
た
。
よ

う
や
く
大
き
な
旅

客
船
が
見
え
、
聖

火
台
へ
。
夕
食
は

隣
のCA

CT
U
S 

C
L
U
B
 C

A
F
E

に
て
ス
テ
ー
キ
。

超
満
員
。
帰
り
は

の
ん
び
り
ウ
ィ
ン

ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
し
な
が
ら
ホ

テ
ル
へ
戻
る
。
街

の
全
体
像
が
把
握

で
き
て
し
ま
え

ば
、
帰
路
は
グ
ラ
ン
ビ
ル
通
り

一
直
線
だ
っ
た
。

10
月
18
日
（
金
）
雨
か
ら
曇
り

早
朝
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
を

食
べ
て
集
合
場
所
の
ホ
テ
ル
ま

で
歩
く
。
ワ
ゴ
ン
車
に
乗
り
約

１
時
間
。
途
中
、
ベ
リ
ー
の
紅

葉
が
広
が
っ
て
い
る
。
フ
ェ

リ
ー
乗
り
場
に
到
着
。
ハ
マ
ナ

ス
が
咲
い
て
い
る
。
穏
や
か
な

海
を
１
時
間
半
の
航
海
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
島
に
到
着

後
、
ま
ず
ブ
ッ
チ
ャ
ー
ト
ガ
ー

デ
ン
へ
。
１
９
０
４
年
に
ブ
ッ

チ
ャ
ー
ト
氏
の
セ
メ
ン
ト
製
造

事
業
の
跡
地
に
夫
人
の
ジ
ェ

ニ
ー
さ
ん
が
手
を
入
れ
た
の
が

こ
の
庭
園
の
始
ま
り
と
い
う
か

ら
す
ご
い
。
紅
葉
が
き
れ
い
。

こ
ん
な
に
寒
い
の
に
花
々
も
咲

き
誇
っ
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い

の
一
言
。
大
勢
の
庭
師
さ
ん
が

働
い
て
い
る
。
エ
ン
プ
レ
ス

ホ
テ
ル
に
て
優
雅
な
ラ
ン
チ
。

ス
ー
プ
、
チ
キ
ン
、
ケ
ー
キ
と

紅
茶
。

食
後
に
、
１
時
間
ほ
ど
ビ
ク

ト
リ
ア
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
を
散

策
。
街
並
み
を
大
切
に
す
る
た

め
、
外
壁
を
保
存
し
て
改
築
し

て
い
る
。
そ
し
て
州
会
議
事
堂

へ
。
イ
ギ
リ
ス
伝
統
の
与
野
党

対
峙
す
る
風
景
が
目
に
浮
か

ぶ
。
装
飾
も
見
事
。

帰
り
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で
降
ろ
し
て

も
ら
い
、
夕
食
の
た
め
ガ
イ

ド
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た

JO
E FO

RT
ES SEA

FO
O
D
 

H
O
U
S

へ
。
洒
落
た
雰
囲
気
が

抜
群
。
ジ
ャ
ズ
の
ピ
ア
ノ
生
演

奏
。
生
牡
蠣
も
鮮
度
が
い
い
。

ロ
ブ
ス
タ
ー
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、

帆
立
、
海
老
、
ム
ー
ル
貝
。
う

ま
い
。
カ
ナ
ダ
の
白
ワ
イ
ン
に

ピ
ッ
タ
リ
。

10
月
19
日
（
土
）
小
雨
か
ら
曇

り
ゆ
っ
く
り
起
き
て
、
荷
物
の

パ
ッ
キ
ン
グ
を
し
、
の
ん
び
り

朝
食
。
現
地
係
員
と
と
も
に
車

で
空
港
へ
。
出
国
審
査
を
す
ま

せ
、
ロ
ビ
ー
で
く
つ
ろ
ぐ
。
10

時
間
の
帰
国
の
途
へ
。

10
月
20
日
（
日
）

帰
国
後
、
荷
物
を
宅
配
で
送

り
、
急
い
で
成
田
エ
ク
ス
プ
レ

ス
に
乗
り
、
東
京
へ
。
北
陸
新

幹
線
不
通
の
た
め
東
海
道
新
幹

線
、
京
都
経
由
の
遠
回
り
。
疲

れ
果
て
た
が
、
真
夜
中
に
金
沢

に
帰
れ
た
。（
お
わ
り
）

小島　登（内灘町・歯科）

　ぼるくん　ぼるくんのの 　界を歩く　界を歩く世世
バンクーバー、そして帰路へバンクーバー、そして帰路へ
《第17回・最終回》カナダ編④

囲 碁

（解答は 2 面にあります） （解答は 2 面にあります）

黒先　（8分で二、三段以上）
〈ヒント〉 好手順の攻めで白の眼
 形を奪います。

■出題　九段　石榑郁郎

〈ヒント〉竜の活用がポイントです。
 （10分で三段）

■出題　九段　西村一義

中級編 中級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え2面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独8 6
1 5 □ 8

4 2 9 5
9 3 6 2

2 7
□ 5 1 7 9

9 4 8 7
5 6 4
2 3

手入れが行き届いたブッチャートガーデン

与野党対峙する州会議事堂

山中温泉総湯『菊乃湯』の男湯
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